
◎
論

説

モ
ン
ゴ

ル
は
い
ま

「
ソ

ム

」
と

「鎮

」
の
問

内
モ
ン
ゴ
ル
牧
畜
業
地
域
に
お
け
る
新
し
い
文
化
の
生
成

高

明

潔

・
・
…

は
じ
め
に

e

本
論
文
の
視
点

本
論
文

は

「文
化
変
容
」

の
視
点

で
内

モ
ン
ゴ
ル
の
牧
畜
業
地
域

に
お
け
る
文
化

の
変
化
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

文
化

の
変
化

に
は
そ
の
社
会
内
部

で
の
発
明
、
発
見
、
革
新
な
ど

に
よ

っ
て
惹
き
起

こ
さ
れ
る
変
化
と
、
異
な
る
社
会
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
に
よ
る
外
来
文
化

の
借
用
な
ど
異
文
化
と
の
接
触
に
よ

っ
て

惹
き
起

こ
さ
れ
る
変
化
と

の
二
種
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
と
く

に
異
な
る
文
化
を
も

つ
人
々
の
集
団
が
、
継
続
的
か

つ
直
接
的
に
接

触
し
た
結
果

い
ず
れ
か

一
方
ま
た
は
双
方
の
在
来
文
化
に
変
化
が
生

じ
る
現
象
、
お
よ
び
異
文
化
と
の
接
触

に
よ
っ
て
惹
き
起

こ
さ
れ
た

在
来
文
化
の
革
新
的
変
化
を
、
人
類
学

で
は

一
般
に

「文
化
変
容
」

ま
た
は

「
ア
カ
ル
チ

ュ
レ
ー
シ
m
,1
」

(accu
ltu
ration
)
と
呼
ぶ
。

す
な
わ
ち
文
化
変
容
と
は
、
発
展

の
レ
ベ
ル
の
如
何
を
問
わ
ず
、

ど

の
よ
う
な
社
会
に
お
い
て
も
、
そ
の
多
く
が
近
く
の
社
会
か
ら
、

あ
る
い
は
遠
く
の
社
会
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
の
要
素
を
取
り
入

れ
、
長

い
年
月
を
か
け
て
、
在
来
文
化
と
の
融
合
や
結
合
を
は
か
り
、

そ
れ
に
よ

っ
て
こ
れ
ま
で
の
文
化
を
よ
り
豊
か

で
洗
練
さ
れ
た
も
の

に
変
え
る
と
い
う
現
象
が
起

こ
る
こ
と
で
あ

る
。

こ
う
し
た
文
化
変
容
の
中

に
は
、
強
制
さ
れ

た
文
化

の
な
か
に
密

か
に
伝
統
的
要
素
を
忍
び
込
ま
せ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に
よ
る

調
整
や
適
応
が
は
か
ら
れ
た
ケ
ー

ス
も
少
な
く

な
か

っ
た
。
そ
こ
か

ら
新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
文
化
変
容
が
持

つ
そ
の
受
動
的
側
面
お
よ
び
創
造
的
側

「ソム」と「鎮 」の間57



面
に
関
し

て
も
そ
れ
ぞ
れ
強
調
さ
れ
る
。

文
化
変

容

の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
究
明
す
る
こ
と
は
、
二
〇
世
紀
前
半

か
ら
中
期

に
か
け
て
文
化
人
類
学

の
重
要
な
課
題

で
あ

っ
た
。従
来
、

こ
の
研
究

は
衰
退
し
て
お
り
、

一
九
三
〇
年
代
以
降
の
文
化
変
容
論

に
替
わ
る
新
し
い
文
化
変
化
に
関
す
る
理
論
が
な
い
と
指
摘
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
現
在

で
は
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
グ

ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
と

い
う
問
題
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
、
「ト
ラ
ン
ス
カ
ル
チ

ュ

ラ
リ
ズ
ム
」
と

い
う
視
点
で
文
化
変
容
現
象
が
分
析
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き

て
い
る
。

ト
ラ
ン

ス
カ
ル
チ

H
ラ
リ
'K
ム

(transcu
lturalism

;
tr
a
nscultu-

ratio
n
)
6
研̀
究
と
は
、
ア
カ
ル
チ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
持

つ
西
洋
中
心

的
、

二
分
法
的

コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
避
け
、
異
文
化
接
触
に
際
し
て

生
じ
る
既
存

の
文
化

の
限
界

・
境
界
を
超
越
す
る
過
程
や
状
態
の
持

つ
創
造
的

、
生
成
的
意
義
を
見
落
と
さ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
研

究
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
な
ど

の
影
響
に
よ

っ
て
惹
き

起

こ
さ
れ

る
在
来
文
化
と
外
来
文
化
と
の
せ
め
ぎ
合

い
の
な
か
で
、

い
さ
さ
か
停
滞
気
味

で
あ

っ
た
在
来
文
化
に
新
し
い
意
味
が
付
与
さ

れ
て
活
性
化
し
た
り
、
新
し
い
第
三
の
文
化
が
生
成
さ
れ
た
り
す
る

現
象
が
ト

ラ
ン
ス
カ
ル
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

か
つ
て

の
文
化
変
容
研
究
が
、
主
に
比
較
的
明
確
な
文
化
的
境
界

を
持

つ
二

つ
の
文
化

の
接
触
と
相
互
変
化

の
関
係

に
焦
点
を
合
わ
せ

て
い
た

こ
と

に
対
し
、
ト
ラ
ン
ス
カ
ル
チ
ュ
ラ
リ
ズ

ム
の
研
究
は
、

ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
と
い
っ
た
、
現
代

の
大
き
な
世
界
的
潮
流

と
関
連
づ
け
な
が
ら
、

文
化
の
脱
境
界
化

の
問
題
、
ま
た
逆
に
グ

ロ
ー
バ
ル
文
化
の
地
域
化
・

土
着
化

の
問
題
も
含
め
て
、
よ
り
広
い
視
野

で
地
域
文
化

の
動
態
を

　　
　

捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
文
化
変
容
論
と
ト
ラ
ン
ス
カ
ル
チ

ュ
ラ
リ
ズ
ム
の
視
点

の
も
と
に
、
本
論
文

に
お
い
て
は
比
較
的
明
確

な
文
化
的
境
界
を
持

つ
二
つ
の
文
化
の
接
触
と
相
互
変
化
の
関
係

に
焦
点
を
合
わ
せ
る
と

い
う
文
化
変
容
に
関
す
る
視
点
と
、
新
し
い
第

三
文
化
が
生
成

さ
れ

る
様
相
を
提
示
す
る
ト
ラ
ン
ス
カ
ル
チ

ュ
ラ
リ
ズ
ム
と

い
う
視
点
と

を
併
用
し
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
け
る
牧
畜
業
地
域
に
現
れ
た

「新
し
い
第
三
文
化
」

(以
下
新
し
い
文
化
を
用
い
る
)
の
あ
り
方
と

そ
の
生
成
要
因
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
に
基
づ

い
て
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
牧
畜
業
地
域
を
は
じ
め

と
す
る
相
対
化
さ
れ
た
周
辺
社
会
が
持

つ
外

来
文
化

へ
の
在
来
的

・

蘇
生
的
な
適
応
力
、
お
よ
び
そ
の
創
造
的
側
面

を
、
ど
の
よ
う
な
視

点

で
見
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
提
起
を
本
論
文

の
目
的
と
す
る
。

口

考
察
対
象
の
概
況

ム　
　

本
論
の
考
察
対
象
で
あ
る
A
鎮
は
、
総
面
積

二

一
〇
七
㎞

で
、
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
北
中
部
に
位
置
す
る

(本
書
二
頁

「内

モ
ン
ゴ

ル
自
治
区
行
政
区
分
図
」
参
照
)。
A
鎮
は
典
型
的
草
原
亜
型
地
域
に

分
類
さ
れ
、
牧
羊
を
中
心
と
す
る
牧
畜
業
を
営

ん
で
い
る
。

行
政
レ
ベ
ル
で
は
A
鎮
は
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
政
府
の
所
在
地

で
あ
る

5g



自 治 区

省 レベ ルの行政 に当た り、現 在、五盟 ・七市 を管轄 す る。 自治区政府 に主席、中国共産党 自治 区

委員会に書記、中国政治協商自治区委員会に主席、自治区人民代表委員会に委員長を設ける。

盟(aimaghア イ マ ク) 盟級市

内地の地区行政レベルで、直接自治区政府の指 盟と同レペルで、直接自治区政府の指導を受け

導 を受 け る。い くつか の県 ・旗 ・市を管轄す る。 い くつかの県 ・旗 ・市 を管轄す る。 「市 人

る。 「盟人 民代表 委員会」に盟長、「中国共産党 民代表大会委員会」に市長、「中国共産党市委員

盟委 員会」に書 記を設 ける。 会」に市党委書記 を設 ける。

/_ ＼
旗 ・自治 旗(khoshighuホ シ ョ ク) 県 旗 ・県級 市

盟の下位行政で、遊牧地域で設 盟の下位行政で、農業地域や 旗 や県 と同 レベ ルで、盟の下

け る。県 レペルに当 た り、い くっ 半牧畜半農業地域に設ける。 位行政 として、 い くつかの ソ

かの ソム を管 轄。 「旗 人民委 員 い くつか のソムや郷や鎮 を管 ムや鎮 を管轄す る。「市人民代

会」に旗長 、「共産 党旗委員会」に 轄。 「県人民委員会」 に県長、 表大 会委員会」に市長、「中国

旗党委書記を設ける。 「中国共産党県委員会」に県党 共産党市委員会」に市党委書

委書記 を設 ける。 記 を設 け る。

7
ソム(somu蘇 木) 鎮

鎮や郷の行政 に当た り、い くつかのガチャを管 ソム と同 じレベルか ソムよ り規模 が大 きい。

轄。1950-80年 代 には人 民公社 で、1980年代 よ 旗・県 ・市の下位単 位。い くつ かの郷 やガチ ャ

りソムに回復。 「ソム人民委 員会」に ソム長、 を管轄。 「鎮 人民委員会」に鎮長、「中国共産党

「中国共産党ソム委員会」に党委書記を設ける。 鎮委員会」に鎮党委書記を設ける。

嗅査(gachaガ チ ャ)

村 の意 味で、内地 の村に当た る。1950-80年 代 の「生産大 隊」で、い くつか のバ ガ(生

産小 隊 ・組)を 管轄 。ガチ ャにガ チャ長 を設け、共産 党支部 に支部書記 を設 ける。

図1内 モンゴルにおける現行行政制度

シ
リ
ン
ホ
ト
市

(以
下

S
市
と
表
記
)
に
置
か

れ
、
S
市
を
構
成
す
る

一
級
行
政
組
織
の

一
つ

で
あ
る
。
内

モ
ン
ゴ
ル

の
現
行
行
政
に
つ
い
て

は

「図
1

内
モ
ン
ゴ
ル

に
お
け
る
現
行
行
政
制

度

」

の
通
り
で
あ
る
。

A
鎮
と
し
て
区
画
さ

れ

て
い
る
地
域
は
、
歴

　
ヨ
　

史
上

ア
バ
ガ
部
と
ホ
チ

バ　
　

ト
部

の
領
地

で
あ
り
、
　　
　

清
時
代

に
は
盟
旗
制
度

の
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
ア

バ
ガ
旗
と
ホ
チ
ト
旗

に

改
編
さ
れ
、
シ
リ
ン
ゴ

ル
盟

の
下
に
お
か
れ
て

い
た
。

一
九
四
〇
年
代

半
ば
頃
、
ホ
チ
ト
旗
の

一
部
が
ア
バ
ガ
旗

に
組

み
込
ま
れ
、
ア
バ
ガ
旗

の

一
部
と
併
合
し
て
ア

間切顧捷陽卜5



　　
　

バ
ガ
旗
の
下
位
単
位

で
あ
る
A
ソ
ム
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。

一
九
五
〇
年
代
後
半

に
は
A
ソ
ム
は
A
人
民
公
社

に
改
編
さ
れ
、

一
九
八
二
年
、
人
民
公
社
が
解
体
さ
れ
た
後

は
ソ
ム
と
い
う
名
称
が

復
活
し
、

二
〇
〇
二
年
ま
で
は
A
ソ
ム
と
呼
ば
れ
た
。
二
〇
〇
二
年

五
月
三

一
日
に
A
ソ
ム
は
A
鎮

に
改
編
さ
れ
、現
在

に
至

っ
て
い
る
。

現
在
、

A
鎮

は
、
か

つ
て
の
中
国
共
産
党
A
ソ
ム
委
員
会
を
中
国

共
産
党
A
鎮
委
員
会
、

A
ソ
ム
人
民
政
府
を
A
鎮
人
民
政
府
と
そ
れ

ぞ
れ
改
称

し
、
そ
の
下
位
単
位
と
し
て
も
と
の
A
ソ
ム
の
基
礎
組
織

で
あ
る
ガ

チ
ャ
と
、
町
の
基
層
組
織
で
あ
る
居
民
委
員
会
を
新
た
に

設
け
て
い
る
。
総
人
口
の
四

一
六
〇
人

の
う
ち
、
モ
ン
ゴ
ル
族
は

一

一
八
八
人
、
漢
民
族
は
二
九
七
二
人
で
あ
る
。

「
ソ
ム
」
と

「鎮

」
の
あ

い
だ

1

新
し
い
文
化
の
あ
り
方
ー

A
鎮
に
お
け
る
ガ
チ
ャ

ー

在
来
文
化
の
あ
り
方
1

ω

四
つ
の
ガ
チ
ャ

「ガ
チ

ャ
J
(g
ach
a
)
は
モ
ン
ゴ
ル
語

の
村

の
意
味
で
、
内

モ
ン
ゴ

ル
の
牧
畜
業
地
域
に
お
け
る
最
末
端
の
行
政
組
織
で
、
そ
の
位
置
付

け
は

「図

1

内

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
現
行
行
政
制
度
」
に
示
し
た
。

一
九
五

〇
年
代
以
降
現
在
ま
で
、
ガ
チ
ャ
は
中
国
の
行
政

レ
ベ
ル

に
お
い
て
は
農
業
地
域

の
生
産
大
隊
や
村
と

し
て
規
定
さ
れ
た
が
、

そ
の
生
産
様
式
や
人
口
規
模
や
居
住
形
態
な
ど
は
農
業
地
域

の
そ
れ

ら
と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
あ
く
ま
で
も
牧

畜
業
的
と
い
う
内

モ
ン

ゴ
ル
牧
畜
業
地
域
の
在
来
文
化
を
表
象
す
る
も

の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

現
在
、
A
鎮

に
は
四
つ
の
ガ
チ
ャ
が
あ
り
、
そ
の
総
面
積
は
一
二

〇
〇
㎞
で
、
A
鎮

の
総
面
積

二

一
〇
七
㎞

の
九
九
%
以
上
を
占
め
て

い
る
。
こ
の
四

つ
の
ガ
チ
ャ
は
か

つ
て
の
A

ソ
ム
の
基
本
的
構
成
単

位

で
あ

っ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
A
鎮

の
基
本

的
構
成
単
位
と
し
て
維

持
さ
れ
た
も

の
で
、
こ
れ
ら
の
区
画
や
名
称

の
変
更
は

一
切
な

い
。

四

つ
の
ガ
チ
ャ
に
お
け
る
専
ら
牧
畜
業
を
営

む
牧
畜
民
は

=

二

五
人

(二
六
七
世
帯
)
で
、
鎮
全
体

の
モ
ン
ゴ
ル
族
人
口

=

八
八

人

の
九
八
%
以
上
を
占
め
て
お
り
、
平
均

一
〇
㎞
当
た
り

一
人
と

い

う
割
合
で
四
つ
の
ガ
チ
ャ
に
分
布
し
て
い
る
。

四

つ
の
ガ
チ
ャ
の
構

成
は
表

1
の
通
り
で
あ
る
。

②

ガ
チ
ャ
に
お
け
る
牧
畜
生
業

A
鎮

の
四
つ
の
ガ
チ
ャ
は
、
い
ず
れ
も

「
マ
ー
ル
J
(m
al)
と
呼

ば
れ
る
生
産
対
象

の
牧
畜
業
を
営
ん
で
い
る
。

マ
ー

ル
は
、

モ
リ

(m
ori
、
馬
)
・
ホ
ニ

(k
ho
n
i、
羊
)
・
ウ

ヘ
ル

(O
冨
「、
牛
)
・
イ

マ

ガ

(im
ag
ha、
ヤ
ギ
)
・
ト
モ
^

(tem
ege
、

ラ
ク
ダ
)
を
示
す
総
称

で
あ
る
。
ガ
チ
ャ
ご
と
の
マ
ー
ル
の
構
成
は
表

2
に
示
す
。

こ
の
四

つ
の
ガ
チ

ャ
に
お
け
る
牧
羊

を
中
心
と
す
る
牧
畜
業
的

生
産
活
動
は
、
四

つ
の
ガ
チ

ャ
に
分
属
す
る
牧
畜
民
が
家
族
単
位

で

「ゲ

ル
・ボ
リ
ン

(家
庭
)
・
マ
ル
ジ
ー
リ

ン
ダ
ル
バ
イ

(牧
場
)」
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表14つ のガチャ

ガチャ名
地理

位置
総面積

人口(人)

世帯数

1人 当たりの

牧場使用面積
備 考

Aガ チ ャ

バ イ ンボ リゲ(豊 か な泉 の意)
鎮北部 334kmz

258人

56世 帯
201,000mz

1958-82年

第 一 生産 大 隊

Bガ チ ャ

バ イ ン ゴル(豊 か な川 の意)
鎮東部 540kmz

282人

68世 帯
241,SOOmz

1958-82年

第 二 生産 大 隊

Cガ チ ャ

スルグロン(聡明才知の意)
鎮南部 554km2

295人

72世 帯
291,000m2

1958-82年

第三生産大隊

Dガ チャ

バインダラ(豊な野原の意)
鎮西部 672km2

290人

71世 帯
367,000mz

1958-82年

第 四 生産 大 隊

合 計 2100km2
1,125人

267世 帯
1,100,500m2

注:2002年10月1日 まで の統 計 に よる。 各 ガ チ ャの位 置 は図3参 照 。

表24つ のガチャにおけるマールの構成
(頭)

ガチャ名 家畜総数
モ リ

(馬)

ホ ニ

(羊)

ウヘ ル

(牛)

イマ ガ

(ヤ ギ)

トモー

(ラ クダ)

Aガ チャ 25,638 256 15,450 303 9,636 26

Bガ チ ャ 26,799 270 15,890 420 10,191 23

Cガ チャ 25,009 267 14,504 411 9,783 34

Dガ チャ 22,391 240 14,505 328 7,328 32

注:2003年6月 末 の 統計 に よ る。

(g
e
r
b
U
li-y
in
m
a
lj
il-u
n
ta
la
b
a
i)

と

呼

ば

れ

る
家

族

牧

場

を

利

用

す

る
方

式

で

行

っ
て

い
る
。

家

族

牧

場

は

一
九

八

三

年

に

登

場

　
フ
　

し
た
が
、

一
九
八
七
年
に
は
家
族
単
位

で
使
用
で
き
る
面

積
は
三
〇
年
間
不
変

と
政
策
上
規
定
さ

れ
た
た
め
、

こ
れ
以

後

一
人
当
た
り
の
使
用
面
積
は
表

1
の

よ
う
に
確
立
し
た
。
現
在
、
牧
場
と
牧

場
と

の
境
界
を
区
分
す
る
た
め
、
網
囲

欄
と
呼
ば
れ
る
網
囲

い
が

マ
ー
ク
と
し

て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

家
族
牧
場
の
区
画
に
伴

い
、
牧
場
内

で
の

「ス
ル
ラ
シ
+:
J
(sagh
u
rsh
ikh
u
)

と
呼
ば
れ
る
定

住

も
進

め
ら
れ
て
き

た
。
A
鎮
に
お
け

る
牧
畜
民
の
定
居
は
、

家
族
牧
場
内

で

「
バ
イ
シ
ン

・
ゲ

ル
」

(b
aish
in
g
g
er)
と
呼
ば
れ
る
煉
瓦
作
り

の
家
屋
を
設
け
、

そ
の
側
に
モ
ン
ゴ
ル

族

の
伝
統
居
住

で
あ
る

「モ
ン
ゴ
ル

・

ゲ

ル
」

(m
on
g
δ
σqo
目、
パ
オ
)
を
設
け

た
り
、
家
屋
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
に

井
戸
を
掘

っ
た
り
、
家
畜

の
囲

い
や
家

間ゆ噸捷陽一
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畜
の
冬
用

の
草
を
保
存
す
る
倉
庫
を
設
け
た
り
す
る
と

い
う
の
が

一

般
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

そ
し
て
、
牧
畜
経
営
で
は
家
畜
を
群
単
位
で
し
か
管
理
で
き
な
い

の
で
、
家
族
単
位
で
所
有
す
る
家
畜
群
を
互

い
に
混
雑
さ
せ
な
い
た

め
に
、
四

つ
の
ガ
チ
ャ
の
牧
畜
民

の
家
屋
は
、
平
均
三
㎞
か
ら
五
㎞

の
距
離
を
置
い
て
お
り
、
農
業
生
産
地
域

の
村
落
と
は
ま
っ
た
く
異

な
る
定
居

の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

⑧

牧
畜
業

の
保
全
措
置

家
族
牧

場
に
限
定
さ
れ
た
天
然

の
草
を
そ
の
ま
ま
家
畜
に
繰
り
返

し
食

べ
さ
せ
る
と
、
牧
場
の
退
化
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
は

免
れ
な
い
。
牧
畜
業
を
維
持
保
全
す
る
た
め
に
、
現
在
ガ
チ
ャ
ご
と

に
下
記

の
よ
う
な
措
置
を
取

っ
て
牧
場
を
利
用
し
て
い
る
。

そ

の

一

互
酬
互
助
的
な
方
式

家
族
間

で
牧
場
を
頻
繁
に
交
代

で
利
用
す
る
と

い
う
伝
統
的
な
牧

畜
生
産
手
段
。
例
え
ば
、
そ
の
年

に
家
族
A
の
牧
場
内

の
草
が
良
く

な
い
場
合

に
は
、
周
り
に
住
む
近
隣
B
や
近
隣
C
と
相
談
し
、
彼
ら

の
牧
場

の
ど
ち
ら
か
を
使
わ
せ
て
も
ら
い
、
そ
の
代
わ
り
に
、
翌
年

そ
の
近
隣

B
や
近
隣
C

の
牧
場
の
草
が
良
く
な

い
場
合
は
、
家
族
A

の
牧
場
を
使
わ
せ
る
と

い
う
方
法
で
あ
る
。

そ

の
二

「囲

・
封
」
と

い
う
方
式

「囲
」
と

は
、
牧
場

の
面
積

に
よ
っ
て
家
畜
数
を
定
め
る
こ
と
を

い

う
。
一
頭

の
羊
に
は
二
三
〇
〇
、m
の
牧
場
が
必
要
と
い
う
原
則
に
則

っ

て
、
家
畜
数

に
対
応

で
き
る
牧
場

の
面
積
を
算
出
し
、
保
障
で
き
る

頭
数
を
限
定
す
る
。

「封
」
と
は
牧
場
を
封
じ
る
こ
と
を
指
し
、

二

つ
の
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
そ
の

一
つ
は
、

一
定
の
牧
場
を
放
牧
禁

止
と
し
て
区
画
し
、

一

定
期
間
休
息
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
草

の
根
が
成
長

す
る
春
期

に
、
草
が
完
全
に
育

つ
ま
で
、
す

べ
て
の
牧
場
の
春
期
放

牧
を
禁
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
牧
場
を
休
ま
せ
る
期
間
に
は
、
家
畜

を
家
畜
囲
い
に
入
れ
、保
存
し
て
い
る
干
草
な

ど
の
餌
で
飼
育
す
る
。

ま
た
地
元
政
府
か
ら
は

1
0
0
°m
に

つ
き

一
五
〇
㎏
の
草
や
食
糧
が

無
償
で
提
供
さ
れ
る
。

放
牧

で
き
る
牧
場
で
は
、
夏
か
ら
秋
ま
で
は
、
家
族

の

一
部
が
家

畜
群
を
牧
場
内

の
水
や
草
の
豊
富
な
と
こ
ろ
に
連
れ
て
い
き
、
そ
こ

に
モ
ン
ゴ
ル

・
ゲ

ル
を
建
て
、
臨
時

に
放
牧
営

地
で
の
生
活
、
あ
る

い
は
放
牧
地
と
定
着
屋
と
の
間
で
の
移
動
的

な
生
活
を
送
る
。
冬
に

な
る
と
、
水
分
補
給
に
雪
を
家
畜
に
食

べ
さ
せ
る
な
ど
の
た
め
に
放

牧
を
し
た
り
、
家
屋

の
近
く
に
設
け
た
家
畜

囲
い
に
入
れ
て
保
存
し

て
あ
る
干
草
な
ど
の
餌
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
が
普
通
に
な

っ
て
い

る
。
紛

A
鎮

に
お
け
る
ガ
チ
ャ
の
位
置
付
け

一
九
五
〇
年
代
以
降
現
在
ま
で
、
A
ソ
ム
は
時
代

の
変
革
に
伴

い
、

何
度
か
の
変
革

の
道
を
歩
み
、
定
居
や
家
族
牧

場
と

い
う
新
し

い
要

素
も
登
場
し
、
さ
ら
に
鎮
に
改
編
さ
れ
る
に
至

っ
た
が
、

一
つ
の
行

政
区
画
と
し
て
そ
の
存
在
を
維
持

で
き
た
要

因
が
こ
の
四

つ
の
ガ

チ

ャ
に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
牧
畜
的
生
業
と

い
う
在
来
文
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化

の
あ
り
方
が
最
も
よ
く
表
象

さ
れ
る
の
も
こ
の
四

つ
の
ガ
チ
ャ
に

ほ
か
な
ら
な

い
。

四

つ
の
ガ
チ
ャ
に
と

っ
て
家
族
牧
場
の
区
画
お
よ
び
鎮

へ
の
改
編

は
、

一
種

の
文
化
変
容
だ
と
言
え
る
が
、
こ
の
四
つ
の
ガ
チ
ャ
が
こ

れ
ま
で
維
持
し
て
き
た
牧
畜
業

の
あ
り
方
、
お
よ
び
家
族
牧
場
が
区

画
さ
れ
て
か
ら
こ
れ
ま
で
の
二
〇
年
間

に
お
い
て
、
牧
場
の
さ
ら
な

る
使

い
分

け
や
牧
草

の
退
化
な
ど
の
問
題

に
直
面
し
て
も
、
牧
畜
業

ム　
　

を
放
棄
し
よ
う
と

い
う
動
き
は
な
く
、
そ
の
上
牧
場
を
保
全
す
る
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
を
施
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

こ
の
四

つ
の
ガ
チ
ャ
の
あ
り
方
を
み
る
と
、
内

モ
ン
ゴ
ル
牧
畜
業

地
域
に
お
け
る
文
化
変
容
は
、
牧
畜
業
文
明
の
規
律
に
規
定
さ
れ
る

在
来
文
化

と
い
う
あ
り
方
を
超
越
で
き
る
と
は
言

い
難
い
。
そ
の
変

容

は
結
局

の
と
こ
ろ
モ
ン
ゴ
ル
的
牧
畜
業
文
明
か
ら
制
限
を
受
け
ざ

る
を
得
な

い
。
A
鎮

に
お
け
る
こ
の
四
つ
の
ガ
チ
ャ
の
存
続
は
ま
さ

に
こ
の
点

を
明
ら
か
に
物
語

っ
て
い
る
。

(二)

A
鎮
に
お
け
る
居
民
委
員
会

-
1
外
来
文
化
の
あ
り
方
ー

ω

居
民
委
員
会

A
ソ
ム
が
鎮

に
改
編
さ
れ
た
際
、
鎮

の
管
轄
範
囲
内

に
ガ
チ
ャ
と

は
全
く
異
質

な
性
格
を
も

つ
居
民
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
現
在
、

イ
マ
ト
ゥ
居
民
委
員
会
と
ア
ユ
ル
ハ
イ
居
民
委
員
会
と
い
う
二
つ
の

居
民
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
四
つ
の
ガ
チ
ャ
を
構
成
す
る

一

一
二
五
人
の
モ
ン
ゴ
ル
族

の
牧
畜
民
に
対
し
、
こ
の
二
つ
の
居
民
委

員
会
を
構
成
す
る
主
体
は
A
鎮

に
居
住
す
る
四
千
人
余

の
漢
民
族
で

あ
る
。
居
民
委
員
会
と
は
、

一
九
五
四
年

一
二
月
に
公
布
さ
れ
た

「城
市

居
民
委
員
会
組
織
条
例
」
に
よ

っ
て
、
都
市
部

を
構
成
す
る
も

っ
と

も
末
端
的
な
行
政
的

・社
会
的
な
組
織
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
九
年

一
二
月
に
上
記

「条
例
」
を
も
と
に
、
再
制
定
さ
れ
た

「中
華
人
民
共
和
国
城
市
居
民
委
員
会
組
織
法
」
を
公
布
し
た
。
第
六

条
は

「居
民
委
員
会
は
居
民
の
居
住
状
況
に
よ

っ
て
、
居
民
自
治

の

便
利
で
あ
る
と
い
う
原
則
に
従
い
、

一
般
に

一
〇
〇
戸
か
ら
七
〇
〇

戸

の
範
囲
内
に
設
立
す
る
。
居
民
委
員
会
の
設
立
、
撤
廃
、
規
模

の

調
整
な
ど
は
、
区
を
設
け
な

い
市
、市
直
管
轄
区

の
人
民
政
府
に
よ

っ

ム　
　

て
決
定
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
中
国
で
は
農
業

の
近
代

化
を
目
指
す
た
め
、
都
市
部
周
辺

の
農
村
地
域

で
村
落
の
集
合
体
と

し
て
の
小
城
鎮
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
推
進
さ

れ
、
さ
ら
に

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
提
唱
し
た

「小
城
鎮
大
戦
略
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
に
、
農
村
地
域

で
は
よ
り

一
層
多
様
な

小
城
鎮
が
現
れ
た
。
こ
れ
ら
小
城
鎮
に
お
い
て
は
上
記
の
規
定
に
よ
っ

て
、
都
市
部

で
組
織
さ
れ
て
い
る
居
民
委
員
会
と
は
異
な
る
様
相

の

居
民
委
員
会
が
相
次

い
で
組
織
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
現
在
、
中
国
に
お
け
る
居
民
委
員
会
に
は
図
2
の
よ

う
な
二
つ
の
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
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B
ケ
ー

ス
に
分
類
さ
れ
る
居
民
委
員
会
の
ほ
と
ん
ど
は
農
村
部

の

小
城
鎮
に
組
織
さ
れ
、
そ
の
規
模
や
行
政
機
能
な
ど
は
都
市
部
に
設

け
ら
れ

て
い
る
A
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
居
民
委
員
会

に
は
及
ぼ
な
い
。

A
鎮
に
組
織
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
居
民
委
員
会
は
、
B
ケ
ー
ス
に

分
類
さ
れ

る
が
、
A
鎮

の
経
済
を
支
え
る
生
産
組
織
で
は
な
い
の
で
、

ガ
チ
ャ
の
よ
う
な
行
政
上

の
権
限
は
持
た
ず

、
単
に
居
住
単
位
と
し

て
A
鎮

の
区
画
下
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

②

イ

マ
ト
ゥ
居
民
委
員
会

「イ

マ
ト
ゥ
J
(em
ato
o
)
と
は
、
「オ
ウ

ヨ
ウ
や
ヤ
ギ
の
活
動
す
る

場
所
」
と
い
う
意
味
を
示
す
地
名

で
あ
る
。

イ

マ
ト
ゥ
居
民
委
員
会

〈Aケース 都市における居民委員会〉

市

省レベルでいくつかの地区レベルの市を管轄する

「中国共産党市委員会」「市人民政府」などを設ける

1
区

地区レベルあるいは県レベルでいくつかの街道弁事処を管轄する

「中国共産党区委員会」「区人民政府」などを設ける

1
街道弁事処

「中国共産党弁事処委員会」「弁事処人民政府」を設ける

いくつかの居民委員会を管轄する

1
居民委員会

「中国共産党居民委員会支部」「居民委員会」を設ける

いくつかの居民小組を管轄する

〈Bケース 農村部に建設された「小城鎮」における居民委員会〉

市

地区レベルの市や県級市、いくつかの鎮を区画する

「中国共産党市委員会」「市人民政府1な どを設ける

1
鎮

いくっかの居民委員会や村民委員会を管轄する

「中国共産党鎮委員会」「鎮人民政府」などを設ける

居民委員会

「中国共産党支部」「居民委員会」

(い くつかの居民小組を管轄する)

村民委員会

「中国共産党支部」「村民委員会」

(いくつかの村民小組を管轄する)

図2居 民委員会の2つ のケース
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は
二
〇
〇

二
年
五
月
三

一
日
A
ソ
ム
が
A
鎮
に
改
編
さ
れ
た
直
後

に

組
織
さ
れ
、
三
五
〇
〇
人
余

の
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

A
鎮

の
東
北
部

に
位
置
す
る
イ
マ
ト
ゥ
は
、
も
と
も
と
ホ
チ
ト
部

の

一
部
で
あ
り
、
そ
の
後
A
人
民
公
社
第
二
生
産
大
隊
、
の
ち
の
A

ソ
ム
B
ガ
チ
ャ
の

一
部
で
あ

っ
た
が
、

一
九
八
二
年
、
華
北
油
田
開

発
セ
ン
タ
ー
に
属
す
る
採
油
大
隊
が
イ

マ
ト
ゥ
地
域
に
採
油
工
場
を

設
け
て
石
油
を
採
掘
し
始
め
た
。

採
油
大
隊
に
属
す
る
労
働
者

は
下
位
単
位
で
あ
る
採
油
隊
に
分
属

し
、
広
く
散
在
す
る
採
油
点
に
お
い
て
採
油
作
業
を
行
う
が
、
そ
の

住
居
は
採
油
場
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
集
中
的
に
建
設
さ
れ
た
。
牧
畜

業
を
中
心
に
営
む
A
ソ
ム
の
領
域
内
に
建
て
ら
れ
た
採
油
場
は
、
採

油
大
隊
の
労
働
者
団
地
と
寄
宿
舎
を
は
じ
め
、
そ
の
行
政
や
生
産
管

理
部
門
、
病
院
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
娯
楽
ク
ラ
ブ
、
飲
食
店
な

ど
の
生
活
施
設
が
揃

い
、
町
の
規
模
並

み
に
建
設
さ
れ
た
。

こ
の
た

め
、
外
部

で
は

「採
油
場
」
と
い
う
呼
び
方
で
イ
マ
ト
ゥ
地
域
を
示

す
こ
と
に
な

っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
A
ソ
ム
が
鎮
に
改
編
さ
れ
る
と
、
A
鎮
政
府

は

そ
の
地
の
も
と
の
名
称
で
あ
る
イ

マ
ト
ゥ
を
用

い
て
、
採
油
場
に
居

住
す
る
す
べ
て
の
人
々
を
イ
マ
ト
ゥ
居
民
委
員
会
の
名
称
で
組
織
し
、

内
部

は
路
南
小
組

と
路
北
小
組

と
に
分
け
て
A
鎮

の
管
轄
下
に
置

　り
　

い
た
。
路
南
小
組
に
分
属
す
る
居
民
は
二
五
〇
三
人
で
、
八
六
〇
戸
前
後

で
あ
る
。
各
戸

の

「戸
主
H
主
人
」

の
ほ
と
ん
ど
は
採
油
大
隊

の
職

員
と
労
働
者
で
あ
る
た
め
、
彼
ら
の
人
事
や
行
政
面

に
関
す
る
管
理

は
華
北
油
田
開
発
セ
ン
タ
ー
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー

の
行
政
部
門
は
S
市

に
設
け
ら
れ
て
い
る
た

め
、

こ
れ
ら
二
五
〇
三

人
は
S
市
の
住
民
と
し
て
戸
籍
が
S
市
公
安

に
よ
り
登
録
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
そ
の
職
員
と
労
働
者
の
事
実
上

の
常
駐
地

は
採
油
場
、

す
な
わ
ち
イ
マ
ト
ゥ
で
あ
り
、
彼
ら
の
家
族
や
親
戚
も
イ

マ
ト
ゥ
で

サ
ー
ビ
ス
業
を
経
営
し
て
い
る
の
で
、
彼
ら

に
対
す
る
日
常
的
な
管

理
は
ほ
か
な
ら
ぬ
A
鎮
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
日
常
的
管
理
を

理
由
と
し
て
、
路
南
小
組
に
分
属
す
る
二
五
〇
三
人
は
現
在
A
鎮
政

府

に
よ
っ
て
A
鎮

の
人
口
と
し
て
公
示
さ
れ

て
い
る
。

路
北
小
組

は
、飲
食
店
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
を
経
営
し
て
い
る
人
々

か
ら
な

っ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
八
月
時
点

の
統
計
で
は
、

一
五
〇

戸
前
後
、
千
人
余
で
あ
る
。
彼
ら
は
採
油
大
隊

の
労
働
者
や
職
員

で

は
な
い
が
、
そ
の
中
に
は
採
油
大
隊
関
係
者

の
親
戚
も
い
れ
ば
、
他

の
農
耕
地
域
か
ら
や

っ
て
き
た
者
も
い
る
。

彼
ら
は
出
身
地
で
発
行

さ
れ
る
戸
籍
を
持

っ
て
い
る
た
め
、
A
鎮
で
は
彼
ら
を

「臨
時
住
戸
」

(臨
時
住
民
)
と
し
て
登
録
し
、
彼
ら
の
日
常

活
動
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て

い
る
。
彼
ら
は
A
鎮

の
人
口
に
は
含
ま
れ
な

い
。

㈹

ア

ユ
ル
ハ
イ
居
民
委
員
会

「
ア
ユ
ル
ハ
イ
」
(窪
匠
邑
)
の
意
味
は

「車
の
道
溝
」
で
、
鎮

に

改
編
さ
れ
る
前
の
A
人
民
公
社
や
A
ソ
ム
政
府

の
所
在
地

の
地
名
で

あ
り
、
こ
の
地
域
の
行
政
的

・経
済
的
中
心
地

の
代
用
名
称

で
も
あ

っ

た
。

ア
ユ
ル
ハ
イ
居
民
委
員
会
と
い
う
名
称

も
地
名
に
よ

っ
て
名
付

「ソムjと 「鎮」の間6g



け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
代
以
前
、

ア
ユ
ル

ハ
イ
で
は
牧
畜
業
経
済
を
補
充
す

る
毛
皮

の
加
工
業

・
商
売

・
飲
食
な
ど
の
第
三
次
産
業
が
す
で
に
登

場
し
て
き
た
が
、

一
九
五
〇
年
代
以
降
、
ア
ユ
ル

ハ
イ
は
人
民
公
社

や
ソ
ム
政

府
の
所
在
地
と
し
て
、
政
府
機
関
や
病
院
、
牧
畜
業
サ
ー

ビ
ー
ス
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
、
食
糧

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
銀
行
、
売
店
、
小

学
校
な
ど

の
施
設
も
次
第
に
整
え
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
ア
ユ
ル
ハ

イ
諸
施
設

に
集
中
し
た
人
々
に
よ
っ
て
、
ア
ユ
ル

ハ
イ

・
ホ
ト

(ホ

ト

(kh
to
g
)
は
営
地
や
町
を
示
す
用
語
で
あ
る
)
が
構
成
さ
れ
た
。

鎮

へ
の
改
編
以
前
、
A
ソ
ム
は
行
政
権
限
上
の
制
限
に
よ
り
、
ア

ユ
ル
ハ
イ
・
ホ
ト
で
居
民
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

こ
の
た
め
、

一
九
九
〇
年
に
な

っ
て
か
ら
A
ソ
ム
政
府
は
ア
ユ
ル
ハ

イ

・
ホ
ト
に
お
け
る
第

三
次
産
業

の
集
中
地
を

「商
」
と
呼
び
、
そ

れ
を
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と

し
て
、
商
以
西
に
住
む
人
々
を
西
商
小
組
、

以
東
に
住

む
人
々
を
東
商
小
組
と

い
う
二
つ
の
居
民
小
組
に
組
織
し
、

そ
れ
ら
を
住
民
単
位
と
し
て
ソ
ム
政
府

の
直
接
管
理
下
に
置

い
た
。

二
〇
〇

二
年
A
ソ
ム
が
A
鎮
に
改
編
さ
れ
る
と
、
ア
ユ
ル

ハ
イ
に

ア
ユ
ル
ハ
イ
居
民
委
員
会
を
組
織
し
、
も
と
の
二
つ
の
居
民
小
組
が

そ
の
下
位
単
位
と
し
て
組
み
込
ま
れ
、
現
在
、

=
二
四
戸
五
三
二
人

か
ら
な

っ
て
い
る
。

西
商
居
民
小
組
を
構
成
し
て
い
る
の
は
、

一
九
五
〇
年
代
初
期

に

行
わ
れ
た
土
地
改
革

(耕
地
を
す
べ
て
の
農
民
に
平
均
的
に
分
配
す

る
運
動
)
、
お
よ
び

一
九
八
〇
年
代

に
実
施
さ
れ
た
土
地
責
任
制

(生

産
請
負
制
)
に
よ
っ
て
耕
地
を
分
配
し
た
際

に
現
れ
た
労
働
力
過
剰

と
い
う
現
実
の
も
と
に
、内
陸
や
内

モ
ン
ゴ
ル
の
農
村
地
域
か
ら
や

っ

て
き
た
漢
民
族
出
身

の
農
民
と
そ

の
家
族

で
あ
る
。
彼
ら
は
す
で
に

も
と
の
出
身
地
の
戸
籍
を
放
棄
し
、
A
ソ
ム
の
人
口
と
し
て
の
戸
籍

を
持

っ
て
い
る
。
現
在
、

=

六
戸
四
六
九
人
が
い
る
。
そ
の
大
部

分
は
個
人
や
共
同
経
営

の
方
式

で
毛
皮

の
加
工
業

・
商
売

・
飲
食
な

ど
を
経
営
し
て
い
る
。

東
商
居
民
小
組
を
構
成
し
て
い
る
の
は
、
元
A
ソ
ム
政
府
機
関
や

国
営
や
地
方
経
営
に
よ
る
病
院
、
牧
畜
業
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

食
糧
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
銀
行
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
々
と
そ
の
家
族

の

一
八
戸
六
三
人
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
モ
ン
ゴ
ル
族
で
、
そ

の
中
に
は
A
ソ
ム
出
身
者
と
国
家
分
配
に
よ

っ
て
や

っ
て
き
た
他

の

地
域
の
出
身
者
を
含
ん
で
い
る
。

現
在
、
A
鎮

の
政
府
機
関

は
ア
ユ
ル
ハ
イ

・
ホ
ト
か
ら
イ

マ
ト
ゥ

に
移
さ
れ
た
が
、
牧
畜
業

・
生
活
と
密
接
に
関
わ
る
牧
畜
業
サ
ー
ビ

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
病
院
、
売
店
、
飲
食
店

な
ど
の
施
設
は
そ
の
ま

ま
ア
ユ
ル
ハ
イ

・
ホ
ト
に
残

っ
て
い
る
。
ア

ユ
ル
ハ
イ

・
ホ
ト
は
か

つ
て
の
A
ソ
ム
の
行
政
的

・
経
済
的
中
心
地
と
し
て
、
依
然
と
し
て

A
鎮
の
牧
畜
民
と
そ
の
隣
接
地
域
に
散
在
す

る
牧
畜
民
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。

紛

A
鎮
に
お
け
る
居
民
委
員
会

の
位
置
付
け

牧
畜
業
の
社
会

・
生
産
組
織
と
し
て
の
ガ
チ
ャ
と
対
照
的
に
、
居

民
委
員
会
は
A
鎮
に
と

っ
て
は
、
も
と
も
と

は
ま

っ
た
く
縁

の
な
い
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N
玉

-
十

＼

い
/

場

＼

・・
、＼ 誘 ＼

アユルハイ

Dガ チャ
バインダラ 勲 ◎＼

、,/
ガチャ委員会＼/ノ

◎や ＼ 所在地 〉一/
ガチャ委員会'
所在地

採油工場は
Bガ チャの総面積に

含まれている。

、

A鎮 のガチャと居民委員会の位置図3

'ρ

、
、

、、

,'、 一'

都
市
的
な
社
会
組
織

で
あ
っ
た
が
、
A
鎮
下
に
置

か
れ
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
二
つ
の
居
民
委
員
会
が
A
鎮

の
牧
畜
業
経
済
を
補
充
す
る
毛
皮

の
加
工
業

・
商
売

・
飲
食
な
ど
の
第
三
次
産
業
、
お
よ
び
居
住
単
位

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

牧
畜
業
経
済
を
補
充
す
る
毛
皮

の
加
工
業

・
商
売

・
飲
食
な
ど
の

第
三
次
産
業
に
従
事
し
て
い
る
の
は
ア
ユ
ル

ハ
イ
居
民
委
員

の
大
部

分

の
人
々
、
お
よ
び
イ

マ
ト
ゥ
居
民
委
員
会

に
臨
時

に
在
住
し
て
い

る
千
人
余

の
人
々
で
あ
る
。
そ
し
て
行
政
上
、
採
油
大
隊
に
所
属
す

る
労
働
者
と
そ
の
家
族
ら
は
居
住
単
位
を
構
成

し
て
い
る
。

ア
ユ
ル

ハ
イ
居
民
委
員
会
が

一
九
五
〇
年
代
以
降

の
内

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る

牧
畜
業
地
域

の
町
の
姿
を
映
し
て
い
る
の
な
ら
、
イ

マ
ト
ゥ
居
民
委

員
会

に
は
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
内

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
牧
畜
業
地

域

に
現
れ
た
新
し
い
町
の
生
成

の
経
緯
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
四

つ
の
ガ
チ
ャ
を
構
成
し
て
い
る

の
は
在
来

の
牧
畜
民

で
あ
る
の
に
対
し
、
二
つ
の
居
民
委
員
会
を
構
成

し
て
い
る
主
な
人
々

は
外
部

の
人
間
で
あ
る
。
彼
ら
が
A
ソ
ム
に
や

っ
て
き
た
時
代
的
背

景
は
ま
っ
た
く
異
な
る
が
、
現
代
中
国
に
お
け

る
主
体
社
会
と
周
辺

社
会
と
の
接
触
の
具
体
像
を
生
き
生
き
と
提
示
し
て
い
る
。

日

「
ソ
ム
」
と

「鎮
」
の
あ

い
だ

ー

創
造
さ
れ
た
新
し
い
文
化
の
あ
り
方
ー

ω

ガ
チ
ャ
と
居
民
委
員
会
と

の
並
存

内

モ
ン
ゴ
ル
牧
畜
業
地
域
で
の
伝
統
文
化

で
あ
る
ソ
ム
が
外
来
文

「ソム」と「鎮」の間67



化
で
あ
る
鎮
に
置
き
換
え
ら
れ
た
A
鎮
は
、
牧
畜
業
的
行
政
区
画
で

あ
る
ガ
チ

ャ
と
、
都
市
部

の
居
住
的
行
政
区
画

で
あ
る
居
民
委
員
会

と
い
う
、
性
質
が
全
く
異
な
る
単
位
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
構
成

は
図
4
の
よ
う
で
あ
る
。

②

ソ
ム
と
鎮

の
間

鎮
と
し

て
、
A
鎮
に
都
市
部

の
基
礎
組
織

で
あ
る
居
民
委
員
会
し

か
設
け
ら
れ
ず
、
す
な
わ
ち
、
鎮
と

い
う
都
市
部

の
行
政
組
織
に
改

編
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
下
位
単
位
も
当
然
鎮
と
い
う
性
格

に
相
応

し
い
都
市
部

の
組
織
で
あ
る
居
民
委
員
会
を
編
成
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
A
鎮

の
場
合
は
、
二
つ
の
居
民
委
員
会
を
設
け

て

い
る
と
同
時
に
、
そ
の
総
面
積

の
九
九
%
以
上
を
占
め
、
分
散
的
に

牧
畜
業
を
営
ん
で
い
る
四
つ
の
ガ
チ
ャ
に
対
し
て
の
変
更
措
置
は
何

も
取
ら
ず
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
居
民
委
員
会
と
並
行
的
に

存
続
さ
せ

て
い
る
。

そ
し
て
、
二

つ
の
居
民
委
員
会
が
A
鎮
に
設
け
ら
れ
て
も
、
現
実

に
は
、
二

つ
の
居
民
委

員
会

の
中

の
イ
マ
ト
ゥ
居
民
委
員
会
は
、
A

鎮
に
所
属
す
る
生
産
単
位

で
も
な
け
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
も
な

く
、
居
住
単
位
と
し
か
位
置
付
け
ら
れ
な
い
た
め
、
行
政
上
の
権
限

を
持
た
な

い
。

一
方
、
四

つ
の
ガ
チ
ャ
は
A
鎮
を
構
成
す
る
在
来
的

要
素
で
あ

る
と
と
も

に
A
鎮
の
牧
畜
経
済
を
支
え
る
生
産
単
位
と
し

て
、
行
政
上

の
権
限
を
持

っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
A
鎮
が
新

し
い
文
化
と
し
て
、
そ
の
も

っ
と
も
特
徴
的

な
と
こ
ろ
は
、
生
業

・
生
活

の
全

て
が
家
族
牧
場
に
集
約
さ
れ
る
牧

「A鎮」の構成図図4
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畜
業
的
な
ガ
チ
ャ
と
、
職
住
分
離
と
い
う
労
働
と
生
活
の
場
を
分
け

る
形
態
を
持

つ
採
油
大
隊
と
を

一
つ
の
行
政
区
画
に
置
い
た

こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
ガ
チ
ャ
と
い
う
在
来
的
要
素
と
、
鎮
や
居
民
委
員

会
と
い
う
外
来
的
な
要
素
が
混
在
す
る
A
鎮
は
、
決
し
て
内

モ
ン
ゴ

ル
に
お
け
る
昔
な
が
ら
の

「牧
畜
業
的

・
固
有
的
」
な
も
の
で
も
な

け
れ
ば
、
完
全
に
都
市
部
に
お
け
る

「都
会
的

・
今
風
的
」
な
も
の

に
飲
み
込

ま
れ
て
し
ま
う
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
純
粋

な
牧
畜
業
文
化

で
も
な
く
純
粋
な
都
市
文
化

で
も
な

い
と
い
う

「新
し
い
第
三
文
化
」

で
あ
る
A
鎮
は
、
ま
さ
に

も
と
の
A
ソ
ム
と

い
う
行
動
主
体

の
意
思
決
定

の
下
に
、
比
較
的
明

確
な
異
な
る
文
化
体
系
を
持

つ
二
つ
の
文
化

の
接
触
と
相
互
変
化

の

関
係
に
よ

っ
て
創
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
こ
こ

で
は
そ
の
創
造
性
は

「人
類
学
的
精
神
で

(「親
族
」
や

「宗
教
」
を

定
義
す
る
よ
う
に
)
国
民
を
次

の
よ
う
に
定
義
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

国
民
と
は
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
心
に
描
か
れ
た
想
像
の
政
治
共
同
体

で

あ
る
ー

そ
し
て
そ
れ
は
、
本
来
的
に
限
定
さ
れ
、
か
つ
主
権
的
な

も

の

(
最
高

の
意

思

決

定

主

体

)

と

し

て
想

像

さ

れ

る

と

。

…

…

と

い
う

の

は

、

い

か

に

小

さ

い
国

民

で
あ

ろ

う

と

、

そ

れ

を

構

成

す

る

人

々

は

、

そ

の
大

多

数

の
同

胞

を

知

る

こ

と

も

、

会

う

こ
と

も

、

あ

る

い

は
彼

ら

に

つ

い

て
聞

く

こ
と

も

な

く

、

そ

れ

で

い

て

な

お
、

ひ

コ

ミ

ュ

ニ

オ

ン

と
り
ひ
と
り
の
心

の
中
に
は
、
共
同
の
聖
餐

の
イ
メ
ー
ジ
が
生
き
て

　ユ

い
る
か
ら

で
あ
る
」。
こ
う
し
て
、
発
明
さ
れ
想
像

さ
れ
た
政
治
共
同

体
と
同
様

に
、
想
像

に
よ

っ
て
統
合
さ
れ
た
A
鎮

は
、
国
家
と

い
う

政
治
共
同
体
を
営
む
と
同
様

に
、
A
鎮
と
い
う
新
し

い
共
同
体
を
確

保
す
る
た
め
に
、
そ
の
内
部

に
お
け
る
二

つ
の
異
な
る
文
化
体
系

の

分
岐
や
衝
突
な
ど
を
隠
し
、
そ
れ
を
対
外
的
な
存
在
と
し
て
創
造
す

る
に
至

っ
て
い
る
。
そ
の
創
造
の
プ

ロ
セ
ス
は
ま
さ
に
そ
の
行
動

の

主
体

で
あ
る
A
ソ
ム
と

い
う
最
高
意
思
決
定

の
在
来
的

・
蘇
生
的
な

力
を
物
語

っ
て
い
る
。

「
ソ
ム
」
か
ら

「鎮
」
へ

ー

新
し
い
文
化
の
生
成
要
因
ー

9

ソ
ム
か
ら
鎮

へ
の
プ
ロ
セ
ス

ω

国
家
シ
ス
テ
ム

へ
の
対
応

A
ソ
ム
が
鎮
に
改
編
で
き
た
の
は
、
A
ソ
ム
を
は
じ
め
地
方
政
府

が
国
家

の

「小
城
鎮
建
設
」
と
い
う
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
、
う
ま
く
調

整

・
適
応
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
小
城
鎮
建
設
は

一
九
八

四
年
以
来
、
中
国
政
府
が
推
進
し
た
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ

っ
て
、
そ

れ
は
下
記
の
よ
う
に
構
想
さ
れ
て
い
る
。

①
都
市
部
と
農
村
部

の
間
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
け
る
格
差
の
縮
小

②
農
村
部
に
お
け
る
集
約
形
の
労
働
様
式
に
よ
っ
て
生
じ
た
剰
余

労
働
者
を
都
市
部

へ
移
動
さ
せ
る

③
農
村
や
牧
畜
業
地
域

の
人
口
を
そ
の
ま
ま

町
や
都
市
部

の
人
口

に
す
る
と
い
う
人
口
調
節
策

6g-一 「ソ ム」と 「鎮 」の 聞



④
国
家

の
総
合
的
経
済
能
力
を
以

っ
て
農
村
部
と
牧
畜
業
地
域
間

の
格
差
を
調
節
す
る

ま
た
、

一
九
九
七
年
の
中
国
共
産
党

一
五
回
大
会

に
お
け
る

「関

於
農
業
与
農
村
工
作
若
干
重
大
問
題
的
決
定
」
で
、
「小
城
鎮
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
は
農
村
経
済
と
社
会
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の

一
つ
の
大

戦
略

で
あ

る
」
と
宣
言
さ
れ
て
以
来
、

「小
城
鎮

・大
戦
略
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
に
、
現
在
、
中
国
で
は

一
九
五
〇
年
代
以
降
国

家
政
府

の
許
可
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
市

・
県
政
府

の
所
在
地
と
し

　
レ
　

て
の

「建
制
鎮
」

の
ほ
か
に
、
地
方
政
府
の
許
可
に
よ

っ
て
農
業

・

牧
畜
業
地
域
に
設
け
ら
れ
た

「地
方
郷
鎮
」
も
登
場
し
て
き
た
。

A
鎮

は
、
そ
の
上
級
行
政
単
位
で
あ
る
S
市
政
府

に
よ
っ
て
推
進

さ
れ
て
い
る

「撤
郷
並
鎮
-

郷
を
廃
止
し
鎮
に
併
合
す
る
」
と
い

う
プ

ロ
グ

ラ
ム
に
よ
っ
て
改
編
さ
れ
た
地
方
郷
鎮

で
あ
る
。
「撤
郷
並

鎮
」
と
は
、
人

口
が
少
な
い
い
く

つ
か
の
ソ
ム
を
合
併

し
て

一
つ
の

鎮
に
し
、
人
口
が
多

い
ソ
ム
を
そ
の
ま
ま
鎮
に
改
編
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
鎮

に
改
編
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
権
は
そ
れ
ぞ

れ
の
ソ
ム
政
府
に
あ
る
。
そ
し
て
、
改
編

で
き
る
か
ど
う
か
は

一
定

　お
　

の
基
準
に
よ
る
。
A
鎮

の
場
合
は
、
そ
の
前
身
で
あ

っ
た
A
ソ
ム
を

鎮

に
改
編

す
る
た
め
に
、
鎮
が
持

つ
べ
き
人
口
の
基
準
に
巧
く
合
わ

せ
る
工
夫
を
し
た
の
が
A
鎮
を
生
成
す
る
最
も
重
要
な
要
因
で
あ
る
。

②

人
口
条
件

の
活
性
化

一
九
九

五
年
時
点
の
A
ソ
ム
の
総
人
口
は

一
二
二
六
人
で
、
そ
の

後
二
〇
〇

一
年

の
時
点
、

つ
ま
り
、
鎮
に
改
編
す
る
直
前
で
も

一
二

○
○
人
前
後
し
か
な
か
っ
た
。
こ
の
人
口
は
内

モ
ン
ゴ
ル
牧
畜
業
地

域
に
お
け
る

一
つ
の
行
政
単
位
と
し
て
の
ソ
ム
で
は
平
均
的
で
あ
る

が
、
鎮

へ
の
改
編
可
能
な
人
口
基
準
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
A
ソ
ム
は
、
そ
の
外
部
的

11
「採
油
大
隊
」
の
人

口
を
創
造
的
に
生
か
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
鎮

へ
の
改
編
を
目
指
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
現
在
、
A
鎮
政
府
に
よ
れ
ば
そ
の
総
人
口
は
四

一
六
〇
人

で
、
う
ち
モ
ン
ゴ
ル
族
は

一
一
八
八
人
、
漢
民
族

は
二
九

七
二
人
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
構
成
は
表

3
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
構
成
を
検
討
す
る
と
、
漢
民
族
の
四
九

七
二
人
は
ま
さ
に
A

ソ
ム
を
鎮
に
改
編

で
き
た
最
も
重
要
な
条
件

で
あ

っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
実

に
は
、
漢
民
族
総
人
口
の
約
四
九

七
二
人
か
ら
も
と
の

A
ソ
ム
の
政
府
所
在
地

で
あ
っ
た
ア
ユ
ル
ハ
イ
に
居
住
し
A
ソ
ム
の

戸
籍

に
登
録
さ
れ
て
い
る
四
六
九
人
、
お
よ
び

一
時
的
に
居
住
し
て

い
る
千
人
を
除
け
ば
、
残
り
の
二
五
〇
三
人
は
華
・北
石
油
セ
ン
タ
ー

に
属
す
る
採
油
大
隊

の
労
働
者
と
し
て
、
そ
の
戸
籍

は
す
で
に
S
市

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
二
五
〇
三
人
は
事
実
上

S
市

の
人
口
の
は
ず
な
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、

A
ソ
ム
を
鎮
に
改
編

で
き
る
か
ど
う
か
は
採
油
大
隊
の
態
度
に
よ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
が
、

A
ソ
ム
は
以
下

の
よ
う
な
採
油
大
隊

の
現
実
を
検
討
し
、
そ

の
人
口

を
鎮

に
改
編
で
き
る
人
口
基
準
に
巧
く
適
合
さ

せ
て
、
終
に
鎮

へ
の

改
編
と
い
う
目
標
を
実
現
す
る
に
到

っ
た
。

ま
ず
、
採
油
大
隊
に
所
属
し
て
い
る
人
々
に
と

っ
て
は
、
行
政
上

彼
ら
の
所
属
は
あ
く
ま
で
も
採
油
大
隊
で
あ
り
、
A
ソ
ム
と
は
関
係
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A鎮 の人口構成表3

モ ン ゴル 族(1,188人) 漢 民族(4,972人)

A鎮 の戸籍に登録され、総

人口に加算される
総 人 口 数 に加 算 され る2,972人

総人口数に加算され

ない約1,000人

4つ の ガ

チャに分布

している牧

畜民1,125人

政 府所在地

に住 む役人

とその家族

63人

アユルハイ居民委

員会を構成する元

の政府所在地に住

む469人 。行政所属

はA鎮 で、戸籍 も

A鎮 に登録される

イマ トゥ居民委員

を構成 す る2,503

人で、採油大隊に

所属 し、戸籍はS

市 に登録される

イマ トゥ居民委員会

=採 油場に住み、A

鎮に臨時戸籍として

登録され、A鎮 の人

口として加算しない

2003年8月 まで の 統 計 に よ る。

 

注

な
い
。
そ
れ
に
彼
ら
は
国
家
企
業

の
労
働
者

と
し
て
、

「城
市
戸
籍
」

が
保
証
さ
れ
、
そ
の
戸
籍
は
す
で
に
S
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
以

上
の
前
提
が
す

で
に
あ

っ
た
た
め
、
彼
ら
は
A
ソ
ム
と
い
う
地
域
に

拘
束
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
。
た
と
え
、
彼
ら
の
実
際
の
働
き

先
と
そ
れ
と
関
連
す
る
日
常
生
活
が
A
ソ
ム
と
い
う
地
域

に
限
定
さ

れ
、
お
よ
び
日
常
生
活
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
施
設
も
A
ソ
ム
に
あ

る
イ
マ
ト
ゥ
ー1
採
油
場
と
い
う
と
こ
ろ
に
備

え
ら
れ
て
い
て
も
、
そ

れ
ら
は
彼
ら

の
永
久
的
な
労
働
や
生
活
の
場

所
に
は
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
ま
た
、
採
油
大
隊
の
人
々
に
と

っ
て
み
れ
ば

、
国
家
政
府
の

「小

城
鎮
建
設
」
と
い
う
構
想
に
よ

っ
て
A
ソ
ム
が
鎮
に
改
編
さ
れ
れ
ば
、

当
然
町
の
資
格
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
A
ソ
ム
の

牧
畜
民
が
所
持
す
る

「牧
区
戸
籍
」
も
当
然

「城
市
戸
籍
」
に
変
更

で
き
、
す
な
わ
ち
都
市
部
の
人
間
と
し
て
認

め
ら
れ
る
。
そ
う
な
れ

ば
採
油
大
隊

の
労
働
者
と
牧
畜
民
と
の
身
分

差
と

い
う
も
の
は

一
切

な
く
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
た
と
え
城
市
戸
籍
を
持

つ
採

油
大
隊

の
人
々
を
A
鎮

の
総
人
口
の

一
部
と
し
て
加
算
し
て
も
、
採

油
大
隊

の
人
々
を
A
鎮

の
居
民
委
員
会
と
し
て
組
織
し
て
も
、
そ
の
改
編
自
体
は
実
際
採
油

大
隊

の
人
々
に
何
の
損
失
も
も
た
ら
さ
ず
、
何
の
不
平
等
も
与
え
な

い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
実
の
も
と
に
、
採
油
大
隊

の
責
任
者

た
ち
は
、
A
ソ
ム
の
採
油
大
隊
の
労
働
者
と

そ
の
家
族
を
A
ソ
ム
の

人
口
と
し
て
加
算
し
鎮

へ
改
編
し
よ
う
と
い
う
意
向

に
対
し
て
、
何
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の
異
議
も
唱
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
A
ソ
ム
を
鎮
に
改
編
で
き
て
、

採
油
大
隊

の
人
々
を
中
心
と
す
る
単
な
る
居
住
単
位
と
い
う
性
格

の

イ

マ
ト
ゥ
居
民
委
員
会
を
組
織
し
、
そ
の
人
口
を
A
鎮

の
人
口
と
し

て
発
表
す

る
に
至

っ
て
い
る
。

口

「新
し

い
文
化

11
A
鎮
」
が
語

る
も
の

ω

権
限
拡
大
に
よ
る
権
益

の
主
張

A
ソ
ム
は
国
家
政
府

の
戦
略

の
も
と
に
、
外
来
人
口
の
条
件
を
生

か
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
鎮

へ
の
改
編

が
で
き
た
が
、
そ
の
改
編

の
内

部
的
要
因

は
A
ソ
ム
が
地
元

の
権
益
を
守

る
た
め
に
自
ら
の
権
限
拡

大
を
目
指
す
と
い
う
目
標
に
関
わ

っ
て
い
る
。
そ
の
目
標
は
採
油
大

隊
に
占
有
さ
れ
る
イ

マ
ト
ゥ
地
域

で
の
復
権

に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八

二
年
か
ら
A
ソ
ム
の
イ

マ
ト
ゥ
地
域
は
石
油

の
生
産
地
に

な

っ
た
が
、
石
油
は
国
家

の
資
源
で
あ
る
と
い
う
方
針
が
あ
る
た
め
、

A
ソ
ム
は
石
油
開
発
に
関
わ
る
権
限
を
持

て
な

い
。
採
油
大
隊
は
国

家
企
業
と
し
て
、
当
時

の
A
ソ
ム
政
府
所
在
地
お
よ
び
牧
畜
民
が
定

着
屋
を
作

る
た
め
に
必
要
な
基
本
建
設
用
材
料
、
各
ガ
チ
ャ
が
文
化

活
動
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
材
料
、
第

一
・
第
二
生
産
大
隊
地
域

の

生
産

・
生
活
用
の
電
力
な
ど
の
援
助
を
行

っ
て
い
た
が
、
A
ソ
ム
は

こ
れ
以
上

の
石
油
開
発

に
よ
る
権
益
分
配

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な

か

っ
た
。

A
ソ
ム
に
と
っ
て
は
た
と
え
資
源
開
発
か
ら
何

の
権
益
も
享
受
で

き
ず
、
自

ら
の
行
政
区
画
に
あ
る
地
域
に
関
す
る
管
轄
権
限
を
主
張

す
る
だ
け
で
あ

っ
て
も
、
権
限

の
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
な
い
限
り
そ

の
主
張
は
通
せ
な
い
。

ソ
ム
の
ま
ま
だ
と
、
自
ら
の
地
域

に
住
ん
で

い
る
採
油
大
隊
の
人
々
の
管
理
も
で
き
ず
、

地
元
の
所
有
権
限

・
管

轄
権
限
を
主
張
す
る
こ
と
も
当
然

で
き
な

い
。
そ
の
た
め
、
地
元
政

府
と
し
て
の
A
ソ
ム
に
と

っ
て
、
自
ら
の
行
政
権
限
を
如
何

に
拡
大

し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
と
な
り
、
そ
こ
で
、

ソ
ム
か
ら

鎮

へ
の
改
編
を
目
指
す
方
向
に
向
か

っ
た
。

ソ
ム
か
ら
鎮
に
改
編
さ
れ
た
現
在
、
A
鎮

の
復
権
の
意
志
が
表
面

化
し
て
い
る
の
は
、
A
鎮
政
府
は
在
来
の
地
名

を
そ
の
ま
ま
維
持
し
、

そ
れ
を
鎮
と
二
つ
の
居
民
委
員
会
の
名
称
と

し
て
用
い
て
い
る
。
ま

た
何

よ
り
も
鎮
政
府
の
す
べ
て
の
構
成
員
は
も
と
の
ソ
ム
の
構
成
員

の
ま
ま
で
切
り
替
え
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
採
油
大
隊
の

施
設
は
華
北
油
田
セ
ン
タ
ー
の
資
金

で
建

て
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

A
鎮

の
所
有
物

で
は
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず

、
現
在

で
は
、
A
鎮
政

府
は
イ

マ
ト
ゥ
居
民
委
員
会
に
お
い
て
採
油

大
隊

の
事
務
棟

の
ひ
と

つ
を
臨
時
に
利
用
し
、
そ
の
入
り
口
に
は
す

で
に
A
鎮
人
民
政
府
と

　
け
　

中
国
共
産
党
A
鎮
委
員
会
と
い
う
看
板
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
鎮
政

府
は
将
来
イ
マ
ト
ゥ
の
北
側
に
A
鎮
政
府
専

用
の
施
設

の
建
設
を
企

画
し
て
い
る
。

ま
た
、
A
鎮
政
府
が
自
ら
の
地
域
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
人
々

を
自
ら
の
地
域

の
人
口
と
見
な
す
こ
と
は
当
然

な
こ
と
で
あ
る
と
み

て
、
た
と
え
、
採
油
大
隊
の
人
々
を
行
政
上

で
は
自
ら
の
管
轄
下
に

置
く
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
彼
ら
を
鎮
の
性
格

に
相
応
し
い
居
民
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委
員
会
と
し
て
組
織
し
、
か
れ
ら
に
単
に
居
住
単
位
と
し
て
の
生
活

管
理

の
権

限
し
か
与
え
ず
、
採
油
大
隊

の
人
々
の
日
常
生
活
面
に
関

す
る
管
理
を
自
ら
の
管
轄
下

に
置
く
こ
と
は
可
能
に
な

っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
A
鎮
政
府
は
牧
畜
民

の
牧
場
使
用
権
三
〇
年
不
変
と
い

う
政
策
を
守
る
た
め
に
、
外
来

の
人
々
に
よ

っ
て
分
割
さ
れ
る
よ
う

な
条
件
を
与
え
な
い
と

い
う
方
針
を
明
確
に
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

A
鎮
に
と

っ
て
鎮
に
改
編
す
る
た
め
に
は
人
口
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ

ど
好
都
合

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
記

の
A
鎮
の
人
口
と
し
て

含
ま
れ
て

い
な
い
千
人
余

の
人

々
に
臨
時
戸
籍
し
か
発
行
せ
ず
、
彼

ら
に
牧
場

を
分
割
し
な
い
方
策
を
と

っ
て
い
る
。
こ
の
方
策
は
、
今

般

の
市
場
経
済
化

の
も
と
、
人

口
移
動

の
自
由
度
が
急
激
に
高
ま
る

な
か
で
イ

マ
ト
ゥ
居
民
委
員
会

に
相
次
い
で
や

っ
て
き
た
人
々
に
対

応
す
る
方
策
と
な
っ
て
い
る
。

上
述
し
た
い
ず
れ
も

一
種

の
土
地
所
有

へ
の
復
権
や
拮
抗

で
あ
る

と
は
い
え
、
こ
の
拮
抗
は

「力
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
A
ソ
ム
が

鎮
と
い
う
外
部

の
シ
ス
テ
ム
を
活
性
化
し
て
始
め
て
、

「弱
い
周
辺
」

で
あ

っ
て
も

「強
い
中
心
」
と
拮
抗

で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
こ

と
を
物
語

っ
て
い
る
。

こ
う
し

て
、
鎮
が
持

つ
行
政
的
権
限
に
よ

っ
て
、
採
油
大
隊
と
い

う
外
部
的

・
人
口
的
な
存
在
に
対
応
し
た

こ
と
を
意
味
し
た
こ
と
に

な
り
、
イ

マ
ト
ゥ
居
民
委
員
会
を
通
し
て
イ

マ
ト
ゥ
ー1
採
油
大
隊
を

A
鎮

の
権

限
範
囲
に
還
元
す
べ
き
だ
と
い
う
意
志
が
自
然

に
成
立
し

て
い
る
。

②

新
た
な
権
益
の
追
究

A
ソ
ム
が
鎮
と
し
て
改
編
さ
れ
る
と
、
国
家

の
小
城
鎮
建
設
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
規
定
さ
れ
て
い
る

「農
村
や
牧
畜
業
地
域

の
人
口
を
そ

の
ま
ま
町
や
都
市
部

の
人
口
に
す
る
」
と
い
う
人
口
調
節
策
に
よ

っ

て
牧
畜
民
は

「牧
区

の
戸
籍
」
を
持

つ
者
か
ら

「城
市
戸
籍
」
を
持

つ
人
間
に
変
り
、戸
籍
上
の
制
限
か
ら
脱
け
出

す
こ
と
が
可
能
に
な

っ

た
。こ
の
た
め
、
現
在
、
四
つ
の
ガ
チ
ャ
の
牧
畜
民

は
自
由
に
都
市
部

へ
の
移
動
が
認
め
ら
れ
る
し
、
都
市
部
ま
で
移
住
し
な
く
て
も
そ
の

ま
ま
都
市
部

の
住
民
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、

牧
畜
民
の
こ
ど
も
た
ち
は
都
市
部
の
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
、

将
来
就
職
す
る
際
に
も
戸
籍

に
よ
る
制
限
を
受

け
ず
に
済
む
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
軍
隊

に
入

っ
て
兵
役
を
終
え
た
人
々
が
そ
の
ま
ま
都

会
や
町
に
残

っ
て
就
職
す
る
際
の
戸
籍
上

の
制

限
も
な
く
な
る
。

ま
た
、
中
国

で
は
各
地
域
に
設
立
さ
れ
た
国
家
企
業
が
地
元
に
地

方
税
を
支
払
う
べ
き
だ
と
す
る
方
針
を
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
A
ソ

ム
の
場
合
、
採
油
大
隊
か
ら
基
本
建
設
な
ど

の
物
質
的
な
援
助
を
受

け
て
い
た
が
、
地
方
税
と
い
う
還
元
権
益
を
直

接
得
な
か

っ
た
。

こ

の
た
め
、
鎮
に
変
更
後
の
現
在
で
は
、
生
活

イ

ン
フ
ラ
が
整

っ
て
い

る
イ
マ
ト
ゥ
の
施
設
が
利
用
で
き
る
こ
と
に
伴

い
、
イ

マ
ト
ゥ
居
民

委
員
会

に
組
織
さ
れ
て
い
る
採
油
大
隊

の
労
働
者

の
家
族
や
親
戚
な

ど
に
よ

っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
第
三
次
産
業

か
ら
の
工
商
税

の
徴
収

も
合
理
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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同
時
に
A
鎮
の
政
府
機
関
も
イ

マ
ト
ゥ
に
移
さ
れ
た
た
め
、
A
鎮

の
行
動
主
体
で
あ
る
四

つ
の
ガ
チ
ャ
の
牧
畜
民
が
鎮

の
政
治

・
経
済

の
中
心
地

で
あ
る
イ
マ
ト
ゥ
に
通
う
こ
と
も
普
通
と
な

っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
牧
畜
民
に
と

っ
て
は
そ
こ
に
集
中
し
て
い
る
第
三
次
産

業
を
利
用

す
る
場
合
、
漢
族
と
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
問
題
や
、

そ
の
外
来

的
環
境

へ
の
適
応
な
ど
は
直
面
す
る
課
題
と
な

っ
て
い
る

が
、
彼
ら
第
三
次
産
業

か
ら
徴
収
さ
れ
た
税
金
な
ど
は
、
四
つ
の
ガ

チ
ャ
で
維
持
さ
れ
て
い
る
牧
畜
業
、
特
に
牧
場

の
建
設
や
保
全
な
ど

の
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
税
金

は
今
後

の
A

鎮

の
経
済
を
確
保
す
る

一
つ
の
ル
ー
ト
に
な

っ
て
い
る
。

む

す

び

以
上
の
よ
う
な
内

モ
ン
ゴ
ル
牧
畜
業
地
域
に
お
い
て
現
れ
て
い
る

「新
し
い
文
化
11
A
鎮
」
の
構
成
、
お
よ
び
そ
れ
を
生
成
す
る
要
因
を

通
し
て
、
A
鎮
が
持

つ
意
味
合
い
を
以
下

の
よ
う
に
ま
と
め
て
お
く
。

ソ
ム
と
鎮
と
の
間

に
あ
る
A
鎮

は
、
受
動
的

に
改
編
さ
せ
ら
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
ま
ず
、
A
ソ
ム
と

い
う
改
編
を
実
行
し
た
行
動
主

体
が
そ
の
内
部
の
人
口
的
な
制
約
か
ら
外
部
的
人
口
の
優
位
性
を
生

か
す
こ
と
を
通
し
て
、
牧
畜
業
社
会
で
あ
る
ソ
ム
と
い
う
い
さ
さ
か

停
滞
気
味

で
あ
る
在
来
文
化
に
都
会

・
町
的
社
会
で
あ
る
鎮
と
い
う

新
し
い
意
味
を
付
与

し
て
活
性
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て

「新

し
い
第
三
文
化
H
A
鎮
」
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
A
ソ
ム

と
い
う
在
来
文
化
が
持

つ
社
会
変
容

へ
の
適
応
力
お
よ
び
そ
の
自
己

変
革

の
力

に
よ
る
も
の
で
あ
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

厳
密
に
言
え
ば
、
本
論
文

の
考
察
対
象
で
あ
る
A
鎮
は
内

モ
ン
ゴ

ル
牧
畜
業
地
域
に
お
い
て
普
遍
的
な
存
在
と
は
い
え
な

い
が
、

一
九

五
〇
年
代
以
降
内

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
牧
畜
業
地
域
が
歩
ん
で
き
た

道
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
A
鎮
に
お
け
る
四

つ
の
ガ
チ
ャ
の
よ
う

に
中
国
全
体
の
政
治

・
経
済

シ
ス
テ
ム
に
編

入
さ
れ
、
伝
統
的
文
化

が
大
き
な
変
化
を
迫
ら
れ
た
状
況
に
至

っ
て
も
、
そ
の
固
有
的
な
牧

畜
業

・
文
化
が
未
だ
に
放
棄
さ
れ
ず
に
強
く
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と

だ
け
は
さ
し
あ
た
り
の
事
実

で
あ
る
。
従

っ
て
、
A
鎮
は
内

モ
ン
ゴ

ル
牧
畜
業
地
域
が
も
つ
普
遍
的
な
性
格
も
維
持

し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
の
普
遍
性
は
ま
さ
に
、
内
モ
ン
ゴ
ル
牧
畜
業
社
会
や
文
化
が
い

く
ら
中
央
的
政
治

・
経
済

の
シ
ス
テ
ム
に
編

入
さ
せ
ら
れ
て
も
、
結

局
の
と
こ
ろ
そ
の
編
入
は
牧
畜
文
明
に
規
定

さ
れ
る
在
来
文
化

の
規

律
に
還
元
す
る
ほ
か
は
な
い
、
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

こ
れ
に
関

し
て
は
紙
数
の
制
限
で
本
論
文
で
は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
規
律
が
あ

っ
て
こ
そ
、

そ
の
在
来
的
力
や
外
部

へ
の
適
応
力
と
自
己
変
革

の
力
と
い
っ
た
も
の
も
持
て
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
論
文
の
結
び
と
し
て
以
下
の
問
題
を
提
起
し
て
お
き

た

い
。
こ
れ
ま
で
筆
者
も
含
み
、
中
国

の
周
辺
社
会
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
少
数
民
族
社
会
に

つ
い
て
の
考
察

の
多
く
は
以
下

の
二
点

　
お
　

に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
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そ
の

一
、
周
辺
少
数
民
族
社
会
を
、
時
間
を
超
え
て
永
遠
に
相
対

的
に
遅
れ

て
い
る
と
い
う
枠
組

み
に
置
き
、
そ
れ
ら
の
社
会
全
体
を

静
態
的

・
閉
鎖
的
な
も
の
と
設
定
し
て
民
族
誌
を
描
く
点
。

そ
の
二
、
逆

に
、
周
辺
少
数
民
族
社
会
の
変
容
に
つ
い
て
、
そ
れ

が
単

一
制

の
政
治
的

・
社
会
的
な
シ
ス
テ
ム
に
早
晩
飲
み
込
ま
れ
て

し
ま
い
、
漢
化

し
て
ゆ
く
運
命
に
あ
る
と
す
る
点
。

上
記

の
二
点
に
集
約
さ
れ
て
い
る
の
は

「中
央
」
と

「周
辺
」
と

し
て
構
築

さ
れ
て
い
る
政
治
的

・
文
化
的
な
力
関
係
、

つ
ま
り
、
中

央
的
政
治
経
済

シ
ス
テ
ム

へ
の
編
入
を
強
い
ら
れ
た
周
辺
社
会
が
大

変
化
を
迫

ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
実

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
周
辺
社
会
に
お
け
る
事
実
上

の
行
動
主
体

で
あ

る
少
数
民
族
社
会
が
静
態
的
に
設
定
さ
れ
る
と
、
周
辺
社
会
は
い
つ

で
も
中
央
政
治
や
主
体
文
化
の
浸
透
に
よ

っ
て
無
力
な
対
象
と
し
て

扱
わ
れ

て
し
ま

い
が
ち

に
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
周
辺
社
会
が
持

つ
在
来
的

力
、
特
に
そ
の
蘇
生
し
つ
つ
あ
る
対
応

・
変
革

の
力

に
対

し
て
ま

っ
た
く
関
心
を
払

わ
ず
に
、
中
央
的
政
治
文
化

の
犠
牲
的
存

在
と
見
な
さ
れ
て
し
ま
う
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

結
局
、上
記
の
よ
う
な
二
点
に
集
約
さ
れ
る
構
築
自
体

の
帰
結
は
、

中
央
と
周
辺
、
外
部
と
内
部
と
い
う
全
体
的
な

コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お

け
る
相
互
作
用
の
弁
証
法
が
生
き
る
べ
き
と
こ
ろ
が
中
央
政
治
の
勢

力
に
包
摂
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
決
定
論
的
な
物
理
学
に
倭
小
化
さ

れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
よ
り

一
層
周
辺
社
会
が
中
央
的
政
治
文
化
に
対

し
て
遅
れ
て
い
る
と
い
う
立
場
に
お
か
れ
、
周
辺

の
社
会
を
卑
下
さ

せ
る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
構
築
に

よ
っ
て
研
究
対
象
が
い
つ
も
単

に
民
族
誌

の
記
述
対
象
と
し
て
受
動

的
に
し
か
記
録
さ
れ
ず
、
彼
ら
に
語
ら
せ
な

い
と
い
う
帰
結

の
な
か

に
は
、

一
種
の
準
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
傾
向
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ

バ
あ
　

と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

二

一
世
紀
に
な

っ
た
現
在
、グ

ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
の
影
響
の
も
と
に
、

中
国
を
含
む
世
界
全
体
に
は
グ

ロ
ー
バ
ル
文

化
を

ロ
ー
カ
ル
化
、

つ

ま
り
世
界
化
す
る
と
と
も
に
本
土
化
す
る
と

い
う
動
き
も
あ
れ
ば
、

世
界
化

・
本
土
化
す
る
と
と
も
に
地
域
化

・
土
着
化
す
る
と

い
う
動

き
も
あ
る
。
A
鎮

の
人
々
の
言
い
方
に
よ
れ
ば

「
い
わ
ゆ
る
外
来
的

も
の
を
以

っ
て
伝
統
文
化
を
守
り
続
け
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ソ
ム
か
ら
鎮

へ
の
変
容
と
い
う
ケ
ー
ス
は
き

わ
め
て
ミ
ク

ロ
的
な
も

の
で
は
あ
る
が
、
新
し
い
文
化
で
あ
る
A
鎮

の
生
成
は
す
な
わ
ち
そ

の

一
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
内

モ
ン
ゴ
ル
牧
畜
業
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の

相
対
化
さ
れ
た
周
辺
的
存
在
を
永
遠

に
静
態
的

・
閉
鎖
的

・無
力
的

・

卑
下
的
と
す
る
視
点
は
、
周
辺
社
会

に
お
け
る
原
初
的
な
規
律
、
そ

の
社
会
に
固
有
的
で
蘇
生
し

つ
つ
あ
る
力

の
動
き
に
対
し
て
弁
証
法

に
欠
け
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
よ
り

一
層

の
弁
証
的

・
柔
軟
的
な
視

点
が
必
要

で
あ
る
と
述

べ
て
お
き
た

い
。

〔付
記
〕

本
論
文
は
愛
知
大
学
海
外
共
同
研
究
B
1
24

「内
モ
ン
ゴ
ル

綜
合
研
究
」
助
成
金
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
本
稿
の
一

部
は
二
〇
〇
二
年
三
月

=

日
に
愛
知
大
学
海
外
共
同
研
究
B
1
24
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注
公
開
共
同
研
究
会

「内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
自
治
と
社
会
文
化
の
現

状
」

で
報
告
し
た
。
そ
れ
と
二
〇
〇
三
年
八
月
に
行

っ
た
現
地
調
査

の
資
料
と
合
わ
せ
て
本
稿
を
作
成
し
た
。

〈
1
>

江
淵

一
公
編
著

『
ト

ラ

ン
ス
カ

ル
チ

ュ
ラ
リ
ズ

ム

の
研
究

』
第

一
部

・
総

論

「
ト
ラ

ン

ス
カ

ル
チ

ュ
ラ
リ
ズ

ム

の
研

究
-

地

球
人

類

学

の
視

覚
1

」

に
よ

る
。

〈
2
>

筆
者

の
考

察

対
象

に
関

す

る
フ

ィ
ー

ル
ド

・
ワ
ー
ク
的
研

究

は

一
九

九

〇
年
代

初

期

よ
り
始

ま

っ
た
が
、

二
〇

〇

二
年
度

か
ら
愛
知

大

学

よ

り
研
究

助
成

を

受
け

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
研

究

対
象

に
関

す

る
追

跡

調
査

を
行

う

こ
と
が

で
き

た
。
本

論
文

は
、

二
〇
〇

ニ

ー
〇

三
年
度

に
行

わ
れ

た
調
査
結

果
を
中

心

に
取

り
上
げ

た

も

の
で
あ

る
。

「A
鎮

」
は
対
象

地
域

の
ア

ル
サ

ン
ボ

リ
ゲ
鎮

の
仮

名

で
あ

る
。
「
ア

ル
サ

ン
」

(〉
『¢§

)

は
梵
語

の

「聖
水

・
甘
露

」

の
意
味

で
、

「ボ

リ

ゲ

」

(b
o
lg
)

は

モ

ン
ゴ

ル
語

の

「泉

」

の
意

味

で
あ

る
。

こ

の
地
域

に

は

ア
ル

サ

ン
ボ

リ
ゲ

と
呼

ば

れ
る
泉

が
実
在

し

て

い
る
た

め
、

そ

れ

が
そ

の
地
域

の
行
政

区
画

の
名
前

と

し

て
用

い
ら

れ

て
い
る
。
本

論

文

で

は
、

「〉
お
§

・
げ
o
匝

と

い
う
名
称

の
第

一
音

節

「
A
」

を

取

っ
て

「鎮
」

と

併

せ

て
考

察
対

象

を
示
す
。

古

代
中

国

に

お

い
て
、
「鎮

」
と

呼
ば

れ
た

も

の
に

は
三

つ
の
ケ

ー

ス
が

あ

っ
た
。

そ

の

一
、
大

き

な
山

を
鎮

と
言

い
、
各

州

は
そ

の
地

方

最

大

の
名

山
を

鎮

と
し

た
。

そ

の
二
、
辺
境

防
衛

の
重
要

な
地
域

に
鎮

を
置

き

、
兵

士

を
駐
屯

さ

せ

て
守

ら
せ

る
地
域

を
重
鎮

や
軍
鎮

と
呼

ん

だ
。
鎮

ご

と

に
将

に
軍

を
統

べ
さ
せ

、
同
時

に
民
政

を
管

理

さ

せ
、

ま
た
、

次
第

に
鎮

将

に
そ

れ
ぞ

れ
軍
務

・
民
政

を
分

け

て
管

理

さ
せ

た
。

ま
た
清

代
末

期

で

は
、

鎮

を
軍
事

単
位

に
し

て
新

軍

を

編

成

し
、
辛

亥
革

命

の
後

、
新

軍

の
鎮

を
師

に
改
称

し
た
。
そ

の
三
、

大
き

な
定

期
市

を
鎮

と

い

っ
た
。
清

代

に

は
人

口
五

万
人

以
上

の
住

民

が

い
る
町

を
鎮

と
規
定

し

た
。

『中

国
歴

史
文

化
事

典
』

『中

国
文

化

通
誌

』

な

ど

に
よ

る
。

中
華

人

民
共

和

国

が
成

立

し
た
後

、

一
九
五

五
年

に
公
布

さ
れ

た

国
家

政
府

の
規

定

に

よ
る
と

、
鎮
を

設
立

す

る
基

準

は
、

県

レ

ベ
ル

の
市

お

よ
び
県

・
自

治
県

政
府

の
所
在

地

、

そ

の
所

在
地

の
居

住
者

が

二
千
人

以
上

に
達

し
、

そ

の
う
ち

の
五

〇

%
以
上

が
農

民

で
は

な

い
と
定

め
ら
れ

て

い
る
。

こ
れ
ら

の
鎮

は

「建
制

鎮

」

と
呼

ば

れ

て

い
る
。
一
九

八

〇
年

代

以
降

、

国
家

政
府

が

推
進

す

る

「小

城
鎮

建

設
」

と

い
う
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
も

と
に
、
地

方
政

府

の
許
可

に
よ
り
農

村

・

牧

畜
業

地
域

で
は
郷

か

ら
な

る
鎮

と

い
う

「地
方

郷
鎮

」

も
登

場

し

て
き

た
。
本

論

の
考

察
対

象

で
あ

る
A
鎮

も

こ

の

「
地
方
郷

鎮

」

に

分

類

さ

れ

て
い
る
。

現
在

、

こ
れ
ら

の
地
方

郷
鎮

は
建

制
鎮

と

共

に

県

・
自

治

県

に
よ

り
管
轄

さ

れ
る

一
級

行
政

区
画

で
あ

る
。

〈
3
>

「
1'・
';
ガ
J

(A
b
a
g
h
a
)
は

モ

ン
ゴ

ル
語

の

「叔

父
」
の
意
味

で
、

古

代

モ
ン
ゴ

ル

の

一
部

落

の
名
称

で
あ

っ
た
が

、
現
在

内

モ
ン
ゴ

ル

自

治
区

一
級

の
区
画

で
あ

る

「旗
」

(県

レ

ベ
ル
)
の
名

前

と
な

っ
て

い
る
。

ア
バ
ガ

と
呼

ば
れ

た

の
は
ブ
ゲ

ボ

ロ
ゲ

ト

(】W
`
σq
e
b
e
leg
etu
)

と

い
う
人
物

で
あ
り

、
彼

は
本
来

チ

ン
ギ

ス

・
カ

ン
の
異
母

弟

で
あ

る
た

め
、

モ
ン
ゴ

ル
社

会

に

お

い
て
は
彼

を

叔
父

と

み

て
、

彼

の
領

地

に
も

ア
バ
ガ

と

い
う
名
称

を

つ
け
た
。

そ

の
領

地

は
も

と
も

と
蒙
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古

国

の

ハ
ン
ガ
イ

(H
a
n
g
a
i)
山

の
北

部

と

エ
ヌ

ン

(穿

琶

)
川

や

ケ

ル

ロ

ン

(G
e
lu
o
n
)

川

6
`
辺
り

で
あ

っ
た

が
、

そ

の
後

こ

の
部
落

が

次
第

に
南

へ
と
移
動

し

た

末
、
清

崇

徳

四
年

(
一
六

三
九

)

に
現

在

地

で
あ

る
シ
リ

ン
ゴ

ル
盟

の
北
部

に
定

着

し
、

以
来

そ

の
定

着
地

域

も

そ

の
ま

ま

ア
バ
ガ
と
呼

ば

れ
る

よ
う

に
な

っ
た
。

崇
徳

六

年

(
一
六

四

一
)

に

こ

の
ア
バ
ガ
部

は
ア

バ
ガ
右
旗

、
順

治

八
年

(
一
六

五

一
)
に

は

ア

バ
ガ
左
旗

と

し

て
編

成

さ
れ
、

シ
リ

ン
ゴ

ル
盟

の
下

に
置

か
れ

た

。

一
九

五
六

年

に

こ
の

二

つ
の
旗

を
併

合

し
、

行

政
上

は
ア
バ
ガ
旗

と
さ

れ
た
。

現
在

の
A
鎮

の
南
部

・
北

部

・
西
部

地
域

は
こ

の
ア
バ

ガ
旗

に
属

し

て

い
た
。

〈
4

>

「
ホ
チ
ト

J

(K
h
o
c
h
it)

は

「古

老

・
昔
」

の
意

味

で
、
古

代

モ

ン
ゴ

ル

の

一
部

落

の
名

称

で

あ

っ
た
。

そ

の
部

落

は
、
太

祖

チ

ン
ギ

ス

・
カ

ン
の
十

五
世

の
子
孫

の
領
地

と

し

て
、

古

く
か

ら

シ
リ

ン
ゴ

ル
盟

の
東

北
部

に
存
在

し

て

い
た
。

清
代

で
は

こ
の
ホ

チ
ト
部

を

ホ

チ
ト
左

旗

と

ホ
チ

ト
右

旗

に
分

け

て

い
た
。

一
九

四
五
年

秋
、

ホ

チ

ト

右
旗

の
旗
長

は
遊
牧

地
域

に
ま
も

な
く

入

る

で
あ
ろ

う
と
思

わ

れ

た

国

民
党

な

い
し
共
産

党

の
勢
力

に
不
安

に
な

っ
た
た

め
、

三
〇
〇

戸

の
部

民

の

一
部

を
連

れ

て
当
時

の
蒙

古

人
民

共
和

国

へ
移
動

し

た

が
、
残

留

し

た
部
民

は
そ

の
後

ホ
チ

ト
右
旗

と
接

し

て

い
る

ア

バ
ガ

左

旗

に
所

属

さ

せ
ら
れ
た
。

現
在

の
A
鎮

の
東
部
地
域

は
か

つ
て
ホ
チ

ト
右

旗

に
属

し

て
い
た
。

そ

の
地

域

と

そ

こ
に
分

布

し

て

い
る
ホ

チ
ト
右
旗

の
残

留

者

は
五
〇

年

代

よ

り
八

〇
年
代

ま

で
当

時

の
A

人
民

公
社

の
第

二
生
産

大

隊

と

し

て
組

織

さ

れ
、

八
〇
年
代

以
降

は
、

A
ソ

ム

の
B
ガ

チ

ャ
に
改
称

し
た

。
現

在

、

ホ
チ
ト
部

(旗
)

は
内

モ

ン
ゴ

ル

に
は
す

で
に
存
在

し
な

い
が
、

そ
れ

を
語

り
続

け

て
い
る

の
は

A
鎮

の
東

部

地
域

お

よ

び

そ
れ

に
隣
接

し

て

い
る
以
東

の
地
域

で
あ

る
。

〈
5
>

「盟
旗

制
度

」
と

は
、
清

朝

が

モ

ン
ゴ

ル
を
有

効
的

に
管

轄

す

る

た

め
に
、

設

け
た
懐

柔
策

的
な

政
治
行

政

で
あ

っ
た
。

清
朝

は
、

ま

ず

、
満

洲

族

の

「八

旗
制
度

」

に
基

づ
き

、

モ

ン
ゴ

ル
の
伝

統

的

な

社

会
組

織

で
あ

る

「
ト

ゥ
メ

ン
」

(巳
ヨ
窪
、
万
戸

。

ウ

/

K

lu
lu
s
)

と
も

呼

ぶ
)

の
下

位
単

位

で
あ

っ
た

「
オ
ト

fi
J

(o
to
g
h
)
あ

る

い

は

「
+:
シ

m
ク

J

(k
h
o
sh
ig
h
u
、
尖

端

・
支

隊

の
意

)

を

そ
れ

ぞ

れ

に
生
産

・
軍
事

組
織

と

し
た

「旗
」

に
入

れ
替

え
、

そ

れ
ら

の
旗

を

そ

の
ま
ま

ホ

シ

ョ
ク
と
呼

び
、

ホ

シ

ョ
ク

の
郡

王

で
あ

る

「
ジ

ャ
サ

ク
J

(ja
sa
g
h
)
を

そ

の
ま
ま

「旗
長

」
と

す

る
と

い
う
措

置

を
取

っ

た
。そ
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
旗

を
有
効

に
管
轄

す

る

た
め

に
、

そ

の
上

部

組
織

で
あ

る

「
盟
」
が
設
置

さ

れ
た
。

「盟

」
と

は
、
昔

モ

ン
ゴ

ル

各

ホ

シ

ョ
ク

の
集
合

で
あ

る

「
ツ
{̀
グ

ラ
=R
ン
J

(ch
ig
h
u
lg
h
an
、
会

盟
)

に

お

い
て
、

「
ア

r̀-
h
ク
J

(a
im
a
g
h
、
部
族

)

と

い
う
意

味

を

示
す
語

か
ら

つ
け

ら
れ

た
行
政

単
位

の
名

称

で
あ

る
。

「盟
長

」

は
、

清

朝

の
理
藩

院

の
直

接
的

な
任

免

に
よ

り
そ

の
盟

に
属

す

る
諸

旗

の

旗

長

の
中

か

ら

一
人
が
担

当

さ
せ

ら
れ

た
。

こ
う

し

て
編

成

さ
れ

て

い
た
盟
旗
制

度

は
、

そ

れ
以
後

時

代

の
変

化

に
伴

い
、

そ

の
政

治
的

性
質

は

ま

っ
た
く
異

な

る
様
相

を

呈

し

て

き
た

が
、

行
政

組
織

と

し

て
は
未

だ

に
維

持

さ
れ

て
い
る

(図

1
参

　
)
°

〈
6
>

「
ソ
ム
」

(°・o
∋
`
)

は
満

洲
語

の

「箭

・
先

端

」

の
意
味

で
、

八

旗

制
度

に
お

い
て

の
末
端

的

な
軍
事

・生
産

組

織

の
名
称

で
あ

っ
た
。
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内

モ

ン
ゴ
ル
地

域

で
編

成

さ

れ
た
旗

に
お

い
て
も
、

一
つ
の
旗

に
は

い
く

つ
か

の
ソ

ム
が
組

織

さ

れ

て

い
た

。
普

通
、

百
十

戸

で

一
つ
の

ソ
ム
を
編
成

し
、

ソ

ム
ご

と

に
牧

場
を

分
配

し
、

そ

の
内

部

は

さ
ら

に

い
く

つ
か

の

「
バ
カ
」

(冨

o。
①
、
隊

)

に
分

け

ら
れ

て

い
た
。

そ

れ
ぞ

れ

の
ソ
ム

に
属

す

る
男
性

部

民

は
、

一
般

に
十

八
歳

よ
り
六
十

歳

ま

で
を

「箭

丁
」

(兵
士

)
と

し
、
有

事

の
際

に
は
旗

の
兵
士

と

し

て
出
動

し
、
普

段

は
牧
畜

業

に
従
事

し

て

い
た
。

一
九

五
〇
年

代
末

期

よ
り

、

そ
れ

ぞ
れ

の

ソ
ム
が
人

民
公
社

に
替

わ
り
、

そ

の
下
位

単

位

で
あ

っ
た

バ
カ
は
生
産

小

隊

と
し

て
、
生
産

大

隊

に
含
ま

れ
た
。

〈
7
>

一
九

八

二
年

に

A
人
民

公
社

が
解

体

さ
れ

A

ソ
ム
に
変
更

さ

れ

た

。

そ

の
後
、

一
九

八

三
年

よ

り
A

ソ
ム

は

「家

畜

は
私
有

、
牧

場

は
公
有

」
と

い
う
国

家
政

策

の
も

と

に
、

「新

ソ

ル

コ
」
(u巳
集
。
)
と

呼

ば

れ
る
請
け
負

い
政
策

を

実
施

し
た

。
当

時
、

世
帯

ご
と

に

一
人

当

た

り
平

均

一
・
五

㎞

の
牧

場
を
人

数
分

分
与

し
、
世
帯
単

位

の
専

用

牧

場

の
境

界
線

を

決

め
、

そ

の
使

用
と

管
理

の
権

限

を
与

え

た
。

そ

し

て

一
九

五
八
年

以
降

人
民

公
社

の
財

産

と
さ

れ

て

い
た
家
畜

の
値

段

を
計
算

し
、
各

世
帯

に
請

け
負

わ

せ
た
。

そ

れ
以
来

、

A
ソ

ム

の

牧
畜

業

は
ガ
チ

ャ
ご

と

に
区

画

さ
れ

て

い
た
家
族

牧
場

に
よ

っ
て
経

営

さ
れ

る
よ
う

に

な

っ
た
。

一
九

八
七

年

に
は
、

家
族
単

位

に
区
画

さ

れ

て

い
た
牧
場

の
面

積
、

水
力
資

源

所
有

の
再

分
配

な
ど

の
調
整

が

必
要

と
な

っ
た

た

め
、
家

族
牧

場
を
再

整

理
再

分
割

す

る
作

業

が

行

わ
れ
、
再

分
割

さ

れ
た
牧

場

の

一
人

当

た
り

の
使
用
面

積

は
三
〇

年
不
変

と
政

策
的

に
確

立

さ
れ

た
。

〈
8
>

家
族
数

の
増

減

に
伴

っ
た
家

族
牧

場

の
使

い
分
け

に

は
主

に
二

つ
の
ケ

ー

ス
が
あ

る
。

そ

の

一
、
家

族
数

が
増

え

る
場

合
。
息

子

か

娘

が
結

婚

し

て
も
結
婚

相

手

の
家

に

い
か
ず
、
実
家

に
留

ま

る
場
合

、

息

子

か
娘
家

族

は
家
族

牧

場

の
中

に
親

家

族

の
家
屋

と

は
別

に
独

立

家

屋

を
建

て
て
独
自

の
家
計

を
営

み
、
親

家
族

と
共

同

で
家
族

牧

場

を
利

用
す

る
。
息

子

か
娘

の
家
族

は
子
供

が

で
き

て
も

、

そ

の
子
供

た
ち

に
新

た
な
牧

場

を
分
与

す

る

こ
と

は
な

い
。

そ

の
二
、
家
族

の
人

数

が
減

る
場
合

。
娘

が
嫁

と
し

て
、
息

子

が

婿

と

し

て
結
婚
相

手

の
地

域

へ
ゆ
く
場

合
、
あ

る

い
は
家

族

メ

ン
バ
ー

が
亡

く
な

っ
た
場

合
、

そ

の
家
族

に
は
牧
場

に
余

剰

が
生

ま

れ
る
。

現

在
、
そ

の
余
剰
部

分

を
牧

場

が
不
足

し

て

い
る
家
族

に
貸

し

た
り
、

天

然
水

力

や
電
力

な

ど

の
資

源
条

件

を
利
用

し

て
ト

ウ

モ

ロ

コ
シ
な

ど

家
畜

用

の
飼
料

を
植

え

た
り
す

る

ケ
ー

ス
が

現
れ

て

い
る
。

〈
9
>

『中

華

人
民
共

和

国
村

民
委
員

会
組

織
法

、
中

華

人
民

共
和

国
城

市

居
民

委
員

会
組
織

法

』
中

国
法

制
出

版
社

、

一
九

九

八
年

に
よ

る
。

〈
10
>

「路

南
小

組
」
と

「路
北

小
組

」
は
路

を

ラ

ン
ド

マ
ー
ク
と

し

て

組
織

さ
れ

て

い
る
。

こ

の
路

は
内

モ
ン
ゴ

ル
北

中

部

か
ら

モ
ン
ゴ

ル

東

北
部

へ
通

じ

る
道

路

の

一
つ
を
指

す
。

そ

の
道

は
元

来

は
採
油

場

と

い
う
町

の
北
側

に
位
置

し

て

い
た
が
、

そ

の
北

側

に

お
け

る
サ
ー

ビ

ス
産
業

の
施

設

の
増
加

に

つ
れ

て
、

そ

の
道

は
次
第

に
採

油
場

と

い
う
町

の
ほ
ぼ

真

ん
中

に
位
置

す

る

こ
と
と

な
り

、
町

を
通

り
抜

け

る
道

と

な

っ
た
。

現
在

、
イ

マ
ト

ゥ
居
民

委
員

会

で

は

こ

の
路

を
ラ

ン
ド

マ
ー

ク
と
し

て
路
南

小
組

と
路
北

小

組

が
そ

れ

ぞ
れ
組

織

さ
れ

て

い
る
。

〈
11
>

『増
補

想

像

さ
れ

た
共
同

体
』

二

四
-

二
六
頁

に
よ

る
。

〈
12
>

注

〈
2
>
参

照
。
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〈
13
>

同
右
。

〈
14
>

二
〇
〇

三
年

八
月

時

ま

で

の
調
査

で
は
、

そ

の
二
枚

の
看

板

は

昼

の
み
掛

け

て
お
か

れ
、夜

に

は
臨

時

に
や

っ
て
き
た
流
入
者

の
ベ

ッ

ド
作

り

の
材

料

と
し

て
盗

ま

れ

る
可
能

性

が
あ

る
か
ら

、
夜

に
な

る

と

こ
の

二
枚

の
看

板

を
取

り

外

し

て
鎮

政
府

の
事
務

室

に
保
管

し

て

お
か

な
け
れ

ば
、

と
政

府

の
人

が
語

っ
て
く
れ
た

。

〈
15
>

拙
論

『内

蒙

古
遊

牧

地

域

に

お
け
る
妻
方

居
住

婚

双
系
相

続
社

会

の

一
面

』

(日

本

民
族

学

会

『
民

族
研

究

』
六

〇

巻

四

号
)

も
そ

の
代
表

の

一
つ
で
あ

る
。
拙

論

で
は
遊
牧

社
会

の
構

成

の

特
質

を
説
明

す

る
際

、
「伝

統

的
部

分
」
を
静
態

的

に
し

か
捉

え

て

い

な

か

っ
た
反

面
、

変
化

し
た
部

分

に
対

し

て

の
動
態

的

な
視
点

は
足

り
な

い
。

〈
16
>

元
来

オ
リ

エ
ン
タ

リ
ズ

ム

と
は

一
七
世
紀

以
降

、
東

洋
的

興
味

を
志
向

し

た

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
絵
画

の

一
流

派
を
指

し

て
用

い
ら

れ

る
も

の
で
あ

っ
た
。
サ

イ

ー
ド

(団
≦゚

.S
a
id
)

Q
著
書

『
オ

リ

エ

ン
タ

リ

ズ

ム
』
で
は
、
「
オ

リ

エ

ン
タ

リ
ズ

ム
を
東

洋

と
西
洋

と

さ
れ

る
も

の

と

の
あ

い
だ

に
設

け
ら

れ
た
存

在
論

的

・
認
識

論
的

区
別

に
基

づ

く

思
考
様

式
」
、

「
オ

リ

エ

ン
ト

を
支
配

し
再

構
成

し
威

圧

す

る
た

め

の

西
洋

的
知
識

体
系

」
、
す

な
わ

ち
オ

リ

エ
ン
タ

リ
ズ

ム
と

は
優

れ
た

西

洋

に
対
す

る
劣
等

的

な
東

洋

に

つ
い
て

の
知
識

体
系

で
あ

る
と
定

義

さ
れ

て
い
る

(E

・
W

・
サ
イ

ー
ド
著

、
板

垣
雄

三

・杉

田
英

明
監

修

、

今

沢
紀
子

訳

『
オ

リ

エ

ン
タ

リ
ズ

ム
』
平

凡
社

、

一
九

八
六
年

、

E

・
W
・
サ

イ
ー
ド
著

、

大
橋

洋

一
訳

『
文
化

と
帝

国
主

義
』

み
す
ず
書

房

、

一
九

九
八

年

を
参

照
)
。

本
論

に

い
う

「準

オ

リ

エ
ン
タ

リ
ズ

ム
」

は
、
主

に
ポ

ス
ト

コ
ロ

ニ
ア
ル
時

代

に
現
れ

る

「ど

の
知
識

に
権
威

と
真

正
性

が

あ
り
、

何

が
グ

ロ
ー

バ
ル
な
流
通

と
消

費

に
値

す

る

の
か

の
判
断

は
中

心

(欧

米

)

が
下

す
」

と

い
う
学
問

的

覇
権

を
指

す
。

こ
の
種

の
学

問
的

覇

権

の
も

と

に
、

現
在

、
欧
米

お
よ
び

そ

れ

に
追

随
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

レ

ベ
ル

の

「中

心
」

の
知
識

基

準

に
合

わ
せ

る
構
造

に

よ

っ
て

「周

辺

」

の
知

識

を
扱

う

こ
と

が
普

遍
化

し

て

い
る
。

そ

の
構
造

を
打

破

す

る
た

め

に
は
、
従
来

の
民
族

誌

や
ジ

ャ
ー

ナ

ル
に
か

わ

っ
て
、
世

界
中

の
人

々
が
平
等

な
立

場

で
参
加

で
き

る
対

話
空

間

を
設

け
る
必

要

が
あ

る
、

と
指

摘

さ

れ

て

い
る

(桑

山
敬
巳

「
ネ
イ

テ

ィ
ヴ

の
人

類

学

の
最

前
線

」
『
社
会

人

類
学

年
報

』
二
七

号
、
二
〇
〇

一
年

に
拠

る
)
。
こ

の
た

め
に
、
完
壁

な

他
者

表
象

、
完
全

な
客

観
性

な

ど
理
論

的

に

は
あ
り

え
な

い
と

し

て
も
、

人
類
学

者

は
オ

リ

エ
ン
タ

リ
ズ

ム

批

判
を
無

視

し
き

れ
ず

、

脱

オ
リ

エ
ン
タ

リ
ズ

ム
的

な
知

を
模

索

し

つ
づ

け
る

の
が
課
題

で
あ

る
、

と
考

え

る
。
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〇
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〇
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